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!li本 ・駁性白土廊税iτ士の酸性皮立tに酸性機構に就て

早稲田膝用化 皐 舎報

第 18港 第 1ilfr 昭和 16年 3月 第 46競

(報交)

く早稲聞大与王里工与謝S~住用化製科) (昭和!16年 1月 28日受王む

[ 1 J 酸性白土属粘土の酸性度並lニ酸性機構に就て

(第 4報)中性盛溶液の力チオンの減少量と溶出成分量

山 本制:

ιl土の酸性が中性酸溶液庭玉虫に依り白土中の溶出し易き AIと中性関のカチオ Yとの問の単なる置換作用に

因るものなれば，此雨者の間に{士宮量l絹係諸:成立せざる-"Jらず。 叉化懇反感としての諸l銅係が成立するを要

す。然るに F~土鮫性に就て置換設を主張せられ此問題に就て種々 ff~報fhせられし前記岡淳氏すら中性E患のカ

チオンと溶HJ，アル ミナ量其他の成分の間には営責主闘係全く成立せず， Jt-迎f8として白土に依る中性堕のカチオ

ンの吸競作用惹起せらる L王将に悶ると結論せられたり。又riiJ記奥野氏i土中性盤溶液のカチオ:';Lf-衡濃度と箪佼

重量の白土に依り吸着せられしカチオ yの聞には 7 ロイ y ドリ タヒ氏の吸若式が成立し且溶出せし AIイオ y

も亦同氏式に合致する事より白土の酸性は吸去年の結果なりとして詳細質験結果を幸長官fせられたり(文献前出，第

1報中〉。本問題に就て予も多数同様なる質験を反覆施行したるも今.Jt一々の記載は却て繁雑なれば本報に於

‘ては 1-2の賀験結果を翠ぐるに止むべし。

強化パリウム湾;凌~就て~!fl し7z.Q場合

中性感溶液としては盤化カ リl士カチオ Yの定量困難なれば強化バリウム溶液を使用したり。盟化ハリウム溶

液の濃度を衣表Iニ示す如く種々草壁更して之等溶液を各悶，250 cc宛以り之に!iil記糸魚川向土 (黄〕の 105
00に

乾燥せるもの 5.0g喜子添加し特別製共口硝子綴，内容 5∞CC中に入れ 25CO の恒温水糟中に沈降して 120分

泡時世狩し平衡に主主せしめ，後滅j品し透明滅液の金量をlH!Jり，共一部は之を町10KOH溶液を以て滴定して

共酸性皮をiHIJ定し，一部の穏液は常法に依り其巾の Ba"を定量して共減少量を求め，イ也の残部のi慮液に就い

て溶H1せし珪酸，アルミナ以下を常法に依り定益し，之を使用全液量に換算す。質験結果(土第 19表に一括表記

す。

第 19表中 Ba" の減少量は各濃度の Baf'[，静液のPR液及庭理後の BaOI，溶液の一定量中の Ba"の盆を定

量して全液量に換算して求めたるものなり。共他の溶出成分量は自土 5.0gよりの諸手間量なわ。倫酸化鍛の溶

出量は僅少なりしを以て省略せり。

第 19表の結果より明瞭なるが如く Ba"の減少量は各濃度の BaCI，傍液に於て比較的大なるに拘らず溶H1

各成分量は極めて少量にして若し此場合嘗量聞係に依り Ba" の減少量に相賞する丈けド1土中より各成分が溶

出するとせば共溶出量は;怜段に相違して大ならざる可、らず。妹に白土酸性に|綿係ある Al'" の溶出量:に就て考

ふれば， 若し Ba"の減少量に相t言して Al'"が溶i仇する とせば共溶出量:は遣に絡段に大ならざる可らず。故に



2 山本・酸性白土腐粘土の酸性度並に酸性機構に就て2 

酸性白土の堕化パリ ウム溶液/JiS，王里後の Ba"イオン減少量と溶液の酸性度並に溶出各成分量

B液aの(eNl浪g)度溶
卒衡後の Ba"の 溶出 溶 11:¥ 溶出 溶出 溶出 溶出 漆 出 |ll金すN液/る10液にを中和|
Ba'.の波 減少量 8i02量 A120. Al" CaO量 Ca" M(gg) O M(尽培).. 嬰するKOH 
度 (N) (g) (g) 量 (g (g) (g) (g) 

c) 

(1) 0.082 0.073 0.1425 O.∞65 0.0091 0.0048- 0.0013 0.0∞9 0.0013 0.0008 10.0 

く2) 0.171 0.156 0.2500 0.0069 0.0102 0.0054 0.0017 0.0012 0.0015 O瓜 09 12，5 

(3) 0.434 0.405 0.4852 0，∞73 0.0115 0.0060 0.0018 0.0013 0.0016 0.0010 15.0 

(4) 1.∞9 0.976 0.7310 0.0077 0.0125 0.0066 O.∞20 0.0014 0.0017 0.0010 15.8 

(5) 1.486 1.448 0.8385 0.0080 0.0138 0.0073 0.0023 0.0016 0.0018 0.0011 16.1 

(6) 2.055 2.003 0.9050 0.0085 0.0139 0.0074 0.0025 0.0017 0.0020 0.0012 16.2 

(7) 2.418 2.361 0.9315 0.0087 Q.0140 0.(わ74 0.0027 0.0019 0.0020 0.0012 16.2 

策 19表

酸性白土の Ba・吸着量と2f衡渡度

卒衡後の Ba'L

同 ~j 重主 lきの白土に依り吸(著g)せら JOJ 主君 数の濃度 (N) れし Ba" の量

く1) 0.073 2.8633 0.0285 2.4548 

(2) 0.156 1.1931 0.0500 ー.6990

く3) 0.405 1.6075 0.0965 言9845

(4) 0.976 1.9894 0.1162 1.1650 

(5) 1.448 0.1608 0.1677 1.2247 

(6) 2.003 0.3017 0.1810 1，2577 

く7) 2.361 0.3731 0.1863 1.2702 

策 20表

本質験の結果よりBa"の減少量は

何等か他の原因に因ると考ふる事

此庭に於て若し絞りヵ:宝2蛍なり 。

に Baーが白土に依り吸著せら るL

と考へて上記中の Ba'の減少量よ

り翠イ合:重量の ι仁|ーに依り吸著せら

る.1.Ba"の量を換算して求め，一

第 20表の結果を 図示すれば第

方 Ba"の平衡濃度を測定したるに

共結果l土第 20表に示すが如し。
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かなるが如く Baf'l2溶液を使用し

て酸性白土を庭環する場合には，
策 10悶

Ba"の最終濃度と翠fii:重量の白土に依るBa"の減少印吸著量との問には 7 ロイ γ ドリ ッヒ氏の恒通吸著式にー

致せる曲線が得られる事は磁て賞にして，奥野氏報告の通りなり 。 但し同時に溶出するアルミナ量に就ては必ず

しも同様な鋤物線を得られざ りき。之アルミナと同時に酸化繊，石Z正.苦土， 珪酸等を溶出する矯めなるべし。

倫中性盟溶液として盤化カリ溶液を使用したる場合の底辺、温度.~是正塁時間の影響等に闘しては 前報中に詳記し

たるが如し。
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穂、 指

(1) 中性墜溶液として恩化バ リウム溶液をとり之を酸性白土とJt&理して平衡後，Ba の減少量，溶出各成

分量を定量したるに B乱・の減少量ι溶出成分量との聞には蛍量闘係成立せず。 Ba"の滅少量は溶出成分量特

に溶出 Al'" の量に比するに格段に相塗して大なりき。

(2) :xに草位重量の白土に依り吸著せられし Ba"の量と最終濃度との闘係を求めたるに 7 ロイyドリッヒ

氏の!l&著式に能く麹合する事を認めたり。 故に酸性白土を中性感捺液と庭理したる場合中性E慢のカチオ νの滅

少量に闘する限り吸著作用地:惹起すると考へて誤り無きものと思惟す。

〈早稲岡大牟理工卒書11悠用化事科〕 く昭和 16::ド 1 月 30U受理〉

[ 2 J 酸性白土属粘土の酸性度並に酸性機構に就て

(第 5報) 酸性白土中のアルミエウム化合物と白土木種

より酸性の考察

山 本研

前言者報に詳記したる賞験結果より白土の駿性に闘係ある成分としては白土中に存在す::;AI及Feの化合物な

る事は明瞭なれど，更に本報に於ては之鵠cAI及 Feの化合物の形態を推定せんとして種々の濃度の稀酸に劃

する溶解度を測定したり。比較的高濃度の種々の濃度の酸に到する目安性白土の溶解度に就ては別に詳細管勝、報

告し置きたり(工化，日百 9，414)。其結果に依れば酸性白土中のアルミナは殆んど全く珪酸と化合して結晶性

珪酸アルミニウム水化物と して白土木健を構成する事がヂIJ明し居れり。叉種々の濃度の稀アルカリ並に濃アル

カリ溶液に撃すする酸性白土の溶解度に就ても既に詳細質験結果を記辿せり仁E化，昭，8， 1141;昭，9. 595)。

郎ち酸性白土中のアルミナは殆んど全部が珪酸と化合し居仇アルカリ溶液濃度が或濃度に増大するに及びて

初めて珪酸と共にアルミナが溶出せらる Lに至るものなり。但し酸性の白土に於ては比較的低濃度のアルカ リ

溶液に依りてもアルミナを容易に溶出し来るものなり。本報に於ては白土酸性の観賂より駿性白土中のアルミ

ナに就て更に考察し， 叉白土の本陸より酸性の問題を考察すべし。

1. 酸性白土中のアルミニウム化合物に就て

酸性の白土は中性感溶液底理に依り容易に AIイオン及 Feイオンを溶Hiし;来る。而して共量はアルミナ及

酸化織として白土全量に針し僅に 0.4 %，内外なり。叉長i土中のアルミナ全量にま~t L溶出アルミナ量は約 2.5%"

溶出酸化鍛は白土中の酸化鍛全量に~t し約 0.5，%なり(第 3 報中に詳報〕。故に酸性の白土中に於ては之等各

成分以少くも 2種の形態にある事が推定せらる Lなり。本項に於ては中性感溶液の代りに稀薄なる種々の濃度

の稀酸を用ひて之等成分の溶出程度を観察したり。芸大に賓験結果を一括して表記す。

本質験に使用したる酸性白土は酸性度大なる前記糸魚川白土(黄〉にして稀酸としては 1/2規定以下の稀盤

、酸のlOOcc宛を使用し，之を特別製共口化率硝子製園筒録中に入れ試糾白土は稀照酸濃度の稀薄なるに従ひ少

量加へ稀盤酸中の純盤酸:ζ釣する試料白土の比を常に同一なる如く添加すoP1&玉虫温度は 40
00 にして恒温水糟
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中に庭理容器を沈降して該爆を縦に廻鶴間持せり。 4時間振主義後穏jfAlし精液中のアルミナ及酸化鍛を常法に依

り定量し， 71菱自土には再び稀酸を加へ反覆 して庭理を縫綾し， 溶出量微量になる迄之を繰り返す。 溶出酸化鍛

の量l士容量法に擦り，規定j盈""'1':/ガ y酸カリ溶液の cc数を以て示す。 1ceの規定過マシガシ酸カ リ溶液は

0.76mgの Fι0，に相蛍す。

去作ー 21表 各種濃度の稀開放底辺に依り~事1:11するアルミナ及酸化銭の古事出率

(1) Al，O，+Fe，O，合量(試料白土に封する溶出率%)

町付)¥ Njl0ω | 虎迎|司数 N/30 (%) Nj5 (%) 

第 l 同 0.07 0.26 0.29 0.41 0.91 

会F'2 同 0.07 0.11 0.19 0.31 

策 3 I司 0.05 0.09 0:19 0.19 

策 4 I司 0.025 0.018 0.095 0.15 

手作 ;; I司 0.O95 0.099 

策 6 I同 0.095 0.099 

会事 7 I司 0.095 0.099 

多彩 8 同 0.095 0.079 

く2) Fe，O"く1g 白土に3討する規定 KMnO.溶液の cc1110 

第 l 阿 0.95cc 

豊作 2 I司 0.60 0.62 0.73 0.73 0.74 

第 3 悶 0.68 

策 4 I亘! 0.70 

豊作 5 岡 0.73 

t G 

上表の紡果より溶出アルミナ及酸化鍛の量を計算して園示するときは第 11-14聞に示すが如し。

0.1 

ー- ，一一一一下一ー→.，一-.--一一「一一
k 

/ 
ト一一 / 

/ 

J9f 
ト一一

」一一
_/  
レy

/' 
/' 

〆 宜主主空~〆'
E子

除手 l晋，4i'el

。“v
q

'

'hv

o

o

ι

 

込
山
山
了
ル

、
ず 品5
‘，. 
-0-4 

~O'3 

。召

0.1 

0・0
O.J 0.2 0-3 0.4 

ゑ拶~t;t_~夜 ヲ君主政 (N)

策 11関 稀芦草野草酸底思に依り酸性白土より

務Hiするアルミ ナの機酸ltt支に1i{る影響

0.5 

1.0 

0.' 

.. 

.
 
。
n
t

，。

，hd
4
・

0

0

6

。。

4
帯

t
m
f
u
、
、
、
ナ
受

(Z)
1).3 

。主

0.0 123 456781(9 

処認可白書え

策 12闘 稀薄腹自費に依る白土の反覆底捜に於て毎

Il¥J溶出するアルミナの溶出量と民主理問数の糊係

上言己資験の結果より酸性白土中のア川 ミナ及酸化鍛は中性廃熔液庭玉虫の場合と同様に稀酸に依り極めて容易

に作用溶出せられ，旦アルミナの溶出曲線には反曲黙を生ずれども，酸化銭の場合には反曲鰐i無く容易に:zp.衡
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に蓬する事，判明せり。稀アルカ リ溶液庭理の場合は別に報告したる如〈酸性皮高き白土程，稀アルカリ溶

液に依りても溶出するア J[.， -'ナ量著しく大なり(工化，昭， 8. 1141)。

之等の事賓より酸性のある白土中の Alも亦少くも 2種の形態にて存在し， ーは白土の結品本設を矯す結

晶性珪酸アルミニウム水化物全形成し，他の少量の Alは稀酸，稀アルカリ，中性感溶液にて容易に溶出せら

れ易き結合弱き禁珪酸化合物或は極端に想像すれば遊離肢の含水アルミナ (Al，O，・r孔0)の形態にて共存する

事も推定せらる Lなり。何んとなれば稀駿に依るアルミナの溶出曲線に反曲黙を生ずる事は稀酸の濃度が増大

するに従ひ結合揚きアルミナの溶出至容を漸次増大し，稀酸の濃度が一定濃度以上に及びて初めて白土の結晶本

陸を篤す結晶性差酸アルミユウム水化物中のアルミナを漸次分解しアルミナを溶出するものと考察し得べし。

然るに白土中の酸化鍛は鍍物顕微鏡的に殆んとP大部分が非品質含水酸化織として共存するを以て共稀酸に依る

溶出曲線はアルミナの場合と相違するものなり。酸性白土中に遊離アルミナの存在肯定の蜜設は困難なるもア

ルミナに極めて共性質が類似する酸化鍛は顕微鏡的にも大部分非品質の形態にて存在し，白土の中性盤溶液慮

理後のi慮液中には必ず溶出し，市も共溶出量はアルミチ溶出量が減少すると共に次第に酸化鍛の溶出量を増加

する事賓よりするも，白土中の Alの一部が含7kアルミナとして存在すると考へでも必ずしも不蛍に非ざる事

が推定せらる。倫之に闘しては更に次報に他の賞験結果を記述すベし。

要するに本質験の結果より酸性の白土中には Alも亦少く も2種の形態にあるもの と推定し得べく ，中性盟

溶液.稀酸，稀アルカリ溶液にて作用溶出せらる.1. Alは結合弱き形態のアルミ エウム化合物なる事は確賓な

りとす。

11. 白土本髄より酸性の考察

酸性正i土麗粘土の本佳に就て著者は其結品本鰻としては Al，O"・4Si02・H20 なる賞験式を有する結晶性珪酸

アルミニウム水化物にして此結晶鐙の表面府に非品本位たる非品質含水珪酸を多量に緊密に結合し居るものと

思惟し居れり。市して酸性白土としての債値は寧ろ後者印ち非品質含7k珪酸の質と量とに披るものと思考し居

れり(工化，昭，9， 595)。

一方酸性白こと麗粘土のX線研究に就てはJ.lUに報告したるが(工化，日目， 6，680;昭， 7， 1218)0 x線的には何

れの酸性白土も皆同ーの結晶珪酸アルミニウム水化物を結晶本位とし，白土の酸性の大小，有無に関係無く ，

X線スペクトル線は全く同一なり。叉白土の酸性度を中性感溶液の反覆庭理に依り全く泊、失せしめたるものも

亦共 X線スベクトル線は全く同一なり。 叉酸性白土嵐粘土の光率的性質も白土の酸性度の大小，有無に聞係

無く，酸性の白土を中性盤熔液にて庭理して其酸性度を除去せしめたるものの光皐的性質も全く原白土と同一・

なわ。

更に酸性白土嵐粘土の吸着乃至脱色力に就ても，白土の所謂活性度即ち石油，11由脂類に鈎する吸着力は白土
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の鮫性皮には全く無関係なり。町九酸度強き白土も亦富豪度全く無き白土或は反聖母にアノレカ リ性の白土に於ても

~着力大なる場合あり。叉其反針の場合も生ず。要するに白土の厳性は結晶本世には無関係にして酸性の白土

中に偶 l共存する少量のアルミニウム化合物に直接関係し居る事は確賓なるが，一方自土中の非品質合水謹厳

との聞に何等かの闘係無きか之に就ては別の方面より種々貧験したる故，次報に記載すベし。

帯、 括

くり 酸性の白土は中性盛溶液廃理に依り容易に Al及 Feイオ Yを溶出す。故に稀薄なる酸に依り之等成

分の溶出程度を知り白土中の之等成分殊に Al化合物の形態を椛定せんとして，各種濃度の稀薄麗酸溶液に針

する白土中のアルミ ナ及酸化鍛の溶解度を測定したり。

(2) 酸性を墨する白土中のアルミナ及酸化鍛は中性竪溶液庭理の場合芝同様に稀薄酸に依り極めて容易に

作用溶出せられ，且アルミナの溶出曲線には反曲黙を生ずれども，酸化鍛の場合には反曲賂無く容易にzp.衡に

主主オ。叉別に報告したる如く酸度高き白土程，稀アルカリ溶液に依りても溶出するアルミ ナ量著しく大なり。

く3) 之等の事賓より酸性の白土中の Alも亦少くも 2種の形態にて存在しーは白土の結晶本位を篤す結晶

性珪酸アルミユウム水化物を形成し，他の少量の Alは稀酸，稀アルカリ 叉は中性盛溶液にて極めて容易に溶

出せらる L結合弱き禁法酸化合物或は極端に想像すれば遊離獄の含水アルミナの形態にて共存する事も推定せ

らる。

(4) 巨費性白土属粘土の本慨は著者の見解に擦れば結品性珪酸アルミニウム水化物を結晶本位とし 之に種々

の割合に其表扇活性層として非品質含水珪酸を緊密に結合し居るものと推定し，且酸性白土と しての債値は此

非品質合水珪酸の質と量に綴るものと思考し居れるが，X線的には何れの酸性白土も皆同一結品性禁珪酸鉄物

を含有し，白土の酸性の大小，有無に闘係無く，叉酸性の白土を中性聾溶液庭理に依り英酸度を除去するも X

線スベク トル線は全く同一なり。光準的性質に就ても同様なり。 叉酸性白土の石油，油脂類に釣する吸着力も

白土の酸性に無関係なり。故に白土の酸性は結晶本鐙には無関係にして白土中に存在する少量の結合弱き At

化合物に直接関係し居る事確震なわ。

く早稲聞大牟理工事部地i用化事科) (昭和 16年 1月 10日受理〉

[ 3 J 無機凝謬鰭の凍結に関する研究(第 l報)

化事分析に於ける凝穆献沈澱:東結の醸用

宇野 昌子

1. 緒 言

アルミエウム，銭其他の種々な金属の水酸化物，炭酸盤，照基性隣自変擦等の沈澱は一般に化率分析に於て取

扱ひ難いものとしてよく知られてゐる庭である。 著者は此の種の無機凝穆燈を凍結させると包含されてゐた水

が凍る際に凝穆鐙の組織が破壊され更に到底力で匿し付けられて粒妖乃至粉燃に芸きることを知り(工業化準雑

誌、 43，475， 1940)種々な方面からその態用の研究を行ってゐるが，その研究の一部として化事分析上の慮用
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を試みたので主主に報告せんとするものである。

化率分析に於て所謂凝修獄沈澱の取扱はれる場合を翠げると，金属の水酸化物，茨駿盤，盛基性首昔酸堕，燐

酸盛，硫化物等があり，共他、近頃多く出現した有機試薬による金属の沈i殿にも凝穆紋になる場合がある。ままに凍

結の膝用を試験したのはその中の極く小部分であ;:;が後に述ぶる如く各方面に舷用の可能性を充分認め得た。

11. 水酸化鐘沈澱の凍結

盤化第二銭の O.IM及び 0.3Mの 2種の溶液を調製し 10ml又は 25mlをピペットで採り盛化ア Yモニ

ウムを少量加へ水 200ll1lで稀穣し，之に 6Nアγモニア71<.を加へて水酸化鍛の沈澱を得，糠過，洗糠し，灼

熱後秤量する通常の鍛の定量方法と，之と同様にして得た沈澱を傾潟法で 2-3悶洗統した後，冷凍機を利用

して -20
00附廷に冷却し凍結させた後之を取り出し，融解後.u者過洗糠し灼熱後秤量する方法とを比較した。

此の場合凍結により容器の破損することは第 1闘の撲な方法で完全に防ぐこ とが出来た。即ちゴム製の小さL、

袋〈指サ ック利用〉の中に銘板の小片を入れて，口を総で堅〈縛り沈澱物中に浸潰するものである。 之によっ

て凍結の際の膨脹はプム袋の篤に緩和され容器の破損することはなL、。今その測定結果を掲げる。

合作 1表 水酸化鍛沈澱の凍結質験

第 1間 l疑E翠歎沈澱の凍結方法

賓験 IIは水酸化鍛沈澱を作る前に硫酸ナ

トリウムを溶解して置き沈澱の凍結に於て之

が包含されるかどうかを試験 したもので あ

る。叉質験 IVは水酸化主義沈澱が多い場合で

普通の方法では 11cm瀦紙で FE'203 として

漸く 0.25g位まで鴻過し得るのであるが凍結

法では沈澱の容積が著しく小さくなるから

O.6g佼まで充分取扱へることを知った。然し

第 I表を通覧するに概して凍結法を態用した

1電験

呑銃

I 

II 

III 

IV 

摺イ七鍬

語字 液
一一一

O.IM終液
25ml 

25ml 
硫酸ナト
リウム
5g添加l

10ml 

25 ml 

酸化銭重量

常 法 (g) 凍結 法 (g)

0.1881 0.18ヲO

0.1878 0.1881 

0.1884 0.1083 

0.1880 0.1885 

0.1879 

0.1886 0.1884 

0.1888 0.1881 

0.1889 0.1890 

0.1884 0.1885 

0.2257 0.2258 

0.2255 0.2260 

02254 0.2251 

0.5617 

0.5614 

0.5621 

0.5612 

0.5615 

場合は誤差が大きい様であるが一方に偏しては居ない事が見られる。猶i慮紙上に於て熱湯による洗絡を 5同行

ふに要した時聞を常法と凍結法とに就いて比較するに概して雨法に大なる差なく僅か凍結法が速かであった。

111. 水酸化アルミニウム泌灘の凍結

次に水酸化アルミニウムに就いて同様な賓験を行った。先づア γモニウム明要事の溶液から任意量を採ってア

Yモニウアに依って水酸化アルミニウムの沈澱を作り常法と凍結法とを比較した。その結果は第 2表の通りで
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ある。沈澱を 5同洗織するに主要するl侍聞は前悶の水酸化鍛の場合には雨法に大差を認めなかったが水酸化アル

ミニウムの場合には凍結したものが遥かに速くその放果を一層認めることが出来た。

策 2表水酸化アルミニウム沈澱の凍結筑験

酸化アルミニウム重量

1tr法 (g) 凍結法(g)

0.2558 0.2548 

0.2549 0.2556 

繁 l盟主溶液 0.2548 02553 
第 ll司

25 ml 0.2556 0.2551 2霊験
0.2550 

0.2558 

洗勝目寺問 25-35分 13ー17分

0.1317 01318 

0.1318 0.1316 

0.1317 0.1324 章作2同 25 mr 
n 験 0.1313 0.1320 

0.1323 

iJt~際lf年即J 45-60分 13-1 自分

凍結に依って沈澱の容積が著 しく 縮少され

るから 11cm t樹氏で幾何め水酸化アルミエ

ゥ，ムを取扱ひ得るかを知る篤アンモニウム明

禁の結晶を 8g迄耳立って酸化アルミニウムの

定量を行って第3表の如き結果を得た。即ち

常法では Al，03として O.15-0.20 g イすの水

酸化アルミニウムをi慮過並びにちt燃するのが

限度であるのに鈎して 凍結法では Al，O，と

して 0.9-1.0g位までを充分取扱ひ得るこ と

を知った。

IV. 瞳基性酷酸讃沈澱の凍結

以上の貧験により凝惨朕i沈i殿は凍結により

その容積を著しく減じ憾j[&，決機に好都合で

定量分析上の傑作法と して利用し得るこ cを

知 り1Uた。沈澱の容積が著 しく縮小されるか

ら同じ大きさの糠紙で 2倍乃至数倍の沈i殿を取扱ひ得られる。従って分析結果の精度をそれだけ高める ことが

務 3 ~長 アン早エウム明書撃の分析結果

試料採取量 Al，O.1 重量 A120.1 合量
(日) (g) く%)

5 IL!.Jiた総所要時間j

1.0923 0.1266 11.59 

2 1.0891 0.1259 11.56 12-4分

3 1.0325 01206 11.68 

4 2.0368 0.2377 11.67 

5 2.0241 0.2352 11.岳2 13-6 う子

6 2.0455 0.2383 11.65 

7 2.8496 0.3280 11.51 

8 2.8746 0.3303 11.49 18-20分

9 2.9724 0.3445 11.59 

10 4.0488 0.4644 11.47 

11 3.9853 0.4619 11.59 18-20主企

12 3.9531 0.4554 11.52 

13 6.0001 0.6960 11.60 

14 6.1042 0.7032 11.52 20-25.5} 

15 6.0008 0.6973 11.62 

16 8.0025 0.9323 11.65 

17 8.0α:19 0.9257 11.57 20-25分
18 8.0∞ヲ 0.9209 11.51 
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出来る。

然し凝穆紋沈澱を取扱ふ場合は上の様なそれ自鐙を定量する場合に限らず目的物を溶液中に残し他物を獄穆

朕沈澱として櫨し去る様な場合もあるわけである。著者は後の場合の例として鍛の中にある微量のニタケルを

定量する時，鍛を盤基性画昔酸盤として沈澱させ滅液中からニッケルを定量する方法に凍結法を慮用して見た。

試糾溶液は 0.3M態化第二鍛溶液 25mlに O.IM硫酸ニッケル溶液 10m!を加へたもので，之は Ni12%. 

Fe 88%の合金の 0.47g を盟主に溶解した場合にキ自首する。一般に多量の鍛の中にある少量の他金属を分離す

る場合に鍛の沈澱するを防いで目的の金属のみを沈澱させることが出来れば好都合であるが，強め鍛を完全に

除くか或はある程度まで減じて置くことの必要が屡々起る。本質験は斯かる場合の例として行ったものであ

る 。 ~nち鍛ニ ッ ケル混合溶液にfi して盤基性隣酸法を行って鍛を沈澱させ傾j~法を 2 1巳l行って凍結させ融解後

沈澱を瀦紙上に移してよく沈糠し沈澱を再び盛酸に溶かして皇軍基性酸酸法を繰返へした。毎悶のu昔液叉は洗液

よりヂメチルグリオキシム法でエッケノレを定量した結果が第 4表であるが之によって Fe.O" として約 0.59g 

の沈澱も凍結法によれば再沈澱法の必要なき迄に完全に洗ひ得ることが知り得られた。傾潟法を 21EI行ったの

は凍結し易い撲に母液中の盤類を稀穫する目

的をも粂ねたが始めから液を務めて凍結させ

れば特に傾潟i慮過を要'しないかとも考へられ

る。

v.考察

以上記した 2-3の寅験から 化製分析上に

凍結法を膝用し得るものと考へられるがその

利黙は穏溢並に洗織が容易でその所要時聞を

策 4表 持軍基性酪酸鍛沈澱の凍結による

エッケノレ搬の分離

Almg. B (mg) 

傾j寓法第 l同総括主巾の Ni量 41.2 40.8 

グ第21叫 11 10.1 11.0 

凍結後の洗糠中の Ni量 5.6 4.6 

C (mg) 

42.5 

10.3 

3.5 

日澱凍結後のグ I56~9 I 56~4 l-i 
合計 56.9 1 56.4 1 56.3 

短縮し得ること， 一定の大きさの穏紙で遥かに多量の凝穆朕沈澱を庭理し得るこ と，従って試糾を多く取って

結果の精度を高め得ること等であるが一方に冷凍機を有すること凍結並に融解の時間を要するこ乙等の不利な

熟もある。

然し多期寒冷な地方に於ては屋外に置くのみで凍結し得るであらうし，又凍結を夜間行へば共の後の洗糠の

速かなこと及び再沈澱法の不要等の簡単になる熟もあるから分析結果を得る迄に特に多くの時聞を必要とする

ことにはならぬであらう。主要するに本賓験は 2-3の例を行ったに過ぎないが更に賓際の場合に就き研究を行

ったならば工場@分析室等に遜する特殊な分』斤法が得られるものと考へる。

VI.綿 括

化率分析上取扱はれる凝謬妖沈殺の凍結に闘する賞験を行ひ 2-3の考察を行った。

附記 本質験には助テ外山源治君を煩はした。ままに記してその努を謝す。
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( 4 J Fe203， CaO-Fe203， CaO・A1203-Fe203系

化合物の X線的研究

秋山桂

10 

カルシウムブェ ライト及カルシウムアルミ Y フェライ トの研究はセメン+化撃に於てかなり重要な問題に属

す。これに闘する研究は近来漸弐多くなって来たが.靭微鏡的に或は又 X 線的に行はれた諸研究は倫未だ研究

の告余地がある。著者は以前より セメントを構成する化合物の X 線的研究を進めつ Lあったが最近本題研究の

部分が優ったのでこれを報告する。自主化鍛成分ーを含む化合物の研究には先づ基礎的に酸化第二銭の X 線的研

究を必要としたので先づ之を簡単に行ひ衣で石友，酸化鍛，アルミナ等を含む各種化合物を合成し夫等の X線

的研究を行った。以下簡患に記述したL、。

Fe20J の X 線分析

酸化畿の加熱縫化の研究は多数の壊者により行はれて居る。 酸化鍛には FeO，FeO・Fe，O"Fe，O.等がある

が， 著者の知りたい事は FI'，OJを加熱する場合，これが X 線的に如何なる饗化をなすかと云ふ事であるo

Fe，O.は単に加熱するのみで 1，∞OOC以上に於て Fe，03ζコ2FeO+0の様な鐙化を起し， 更に周囲の気流が

還元性であるなら一層容易に金属鍛に迄還元されて行く事はよく知られて居る。著者が目下行ひっ Lあるセメ

γ トの研究費験に於ては大陸直変化扶態に於て加熱するか，或は又還元妖態に加熱するとしても同時に石友の共

存のもとに於て行ふ場合が多L、。 セメントの化率成分範囲は，石友は大桂 30%以上の場合が多く品つ酸化織

は極めて少なL、場合が多L、ので，酸化鍛のみが遊離して存する様な場合は殆どなL、。従て愛では単に Fe温O.を

精酸化扶態に加熱したものに就き X 線分析を行ひ其の廻析線，格子面間距離等を決定するに止めた。

酸化鍛に就ては著者と向じ綾な目的のもとに山内俊吉氏(窯協，昭 12，45， 279)が研究を行って居る。

著者ーは先づ純薬品「酸化第二銭」を英俊 X線分析を行ひ，次で之を 1，1∞。G に 1時間白金ルツボ中に於て

ガス雌で略酸化獄態に加熱したものの X 線分析を行ひ爾者を比較した。第 1闘及第 l表は其等の結果であ

るが，これに依ると焼かぬものも， 焼

成したものも全く同一であり，従て此

の程度の加熱では結晶鑓化なき事を除

認、した。 1，1∞。C以上の高温加熱は必

要ない様に考へられるので省略した。

酸化鍛は 町一Al.03 と同一結晶形であ

るが裕子面間距離が幾分ずれて大きくなって居る。

CaO-Fe.03系化合物の合成並C'tX 線的研究

1. カルシウムブェラ イトに関する従来の研究

策 1 固酸化鍛の X 線~.lít

カルシウムフェライト即ち亜銭酸石友盛はボルトランドセメ γ トの一組成化合物として古くより考へられて

居たが，ボルトランドセメ Y ト中の酸化銭が以前はフラ ヅグスの如く考へられて居たために，この系に関する

詳細な研究は比較的少なし、。 H.O. Hofmann & W. Mosも，witsch爾氏は 1909年に CaO・Fe，O.の合成に成

功し， "えで S.Hilperむ&E. Kohlmeyer爾氏 (Ber.u. Deu的ch，Gesellsch， 190，42，4581)は次の 6種の
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会事 1表 Fe.O.の X 線分析結果

線 Fe.O.其のま L 1，looOC焼成物
線香

Fe，O，，;l毛のまま l.l000C焼成物
呑

d(A) d(A) d(λ) d(λ) 軍E lmm I l I 量記 Zmm I I 

一
12.61 4.74 ff 12.61 4.74 ff 13 37.55 1.66 In 37.55 1.66 111 

2 14.28 4.19 111 14.28 4.19 ln 14 41.28 1.53 日目 41.28 1.53 58 

3ミ 18.33 3.26 m 18.33 3.26 ln 15 42.32 1.50 S8 42.32 1.50 自S

4 20.24 2.96 58 20.24 2.96 S8 16 46.58 1.38 f 46.58 1.38 f 

5 22.02 2.73 S日 22.02 2.73 8S 17 48.68 1.34 日 48.68 1.34 日

6 23.00 2.61 23.00 2.61 f 18 51.34 1.28 s 5134 1.28 日

7 24.37 : 2.47 f 24.37 2.47 19 54.28 1.23 f 53.14 1.25 

日 25.76 2.35 日 20 55.63 1.21 s 54.28 1.23 f 

28.54 l 2.13 28.54 2.13 21 57_65 1.18 s 55.63 1.21 

31.57 1.94 58 31.57 1.94 88 22 57.65 1.18 

11 34.97 1.77 58 34.97 1.77 88 23 59.47 1，16 宵ヨ 59.47 Ll6 

12 36.む 1.70 36.51 1.70 f 24 o3.09 1.1 1 88 63.09 1.11 88 

化合物を提出した，邸ち 3CaO・Fe，O.，3C叫 ・2Fc.0"5CaO・8Fe.O"CaO・Fe.O"2CaO・3Fe，0.，CaO・4Fc孟03

である。

然るに SOSlllan& Merwin雨氏 (J.Wa811. Acad， Sci.， 1919，6，32)は CaO・Fe.O.及 2CaO・Fe孟O.のみ

の存在を指摘した。之に就ては Cambell氏 (J.Ind， Eng. ChcJt1" 1 917，九 943; 1919，11， 116)の研究に於

ても同様の事が述べられた。然るに英後R.Nacken & M. E. Griinwald雨氏 (Sonderduck乱usZement， 

1926)は CaO・Fe，03.2CaO・Fe，03，5CaO・3Fe.O，の 3種の亙鍛酸石友の存在を主張した。以上諸氏の研究は

殆ど全部が霧撒鏡に依る観察を基礎としたものである。然るに近年に至り永井彰一郎，浅岡勝彦繭氏〈工化，

昭和 5，33， 408， 513， 595， 749， 914)は専ら化率的方法に依り遊離石友，遊離酸化鍛の定量法等を態用して

合成研究並に水硬性に闘する研究をして CaO・Fe，03，2CaO・Fe，O，の 2種のみが存在す、る事を認めた。

以上の諸研究結果は倫 X 線的方法に依り一層よく硝められるべきものと考へる。 CaO-Fe，O.系の X 線

的研究は殆ど行はれて居らず本邦では僅かに山内俊吉氏(窯協，昭 12，45， 279)の研究があるのみに過ぎな

い。著者も亦此の系の化合物の存否と性質に闘し顕微鏡，化率的方法， X線的方法等を併用し以前より研究を

進め合成並に顕微鏡的研究に闘しては阪に霊堂表したので(秋山，津山，早R主化， ag 8， No.21， 17)失に X線

的研究の概要を記述する。

II. 試料の合成研究

著者はカルシウムアルミネート，カルシウムシリケートの場合同様純酸化織と純表酸石友とより跡苛Iヰの合

成を企てた。此の場合遊離酸化鍛の定量法l土永井，浅岡雨氏の方法に擦った。 即ち C孔0・Fe.03の場合は，

CaO・Fe，O"を溶解する濃度の盤酸は同時に Fe，Oaをも溶解するを以て此の場合は遊離酸化銭の定量は出来な

い。 2CaO・Fe，O，の場合は 0，5Nの盛酸を用ふれば 2CaO・Fe，O" は溶解するも遊離の Fe，03 は溶解しな

L 、。そこで此の結を利用した。叉遊離石友定量法に就ては前記著者の報文に掲載して置し、たが，共の際の指示

薬としてはフエノルフタレ yでJ土亜鍬酸盤の色彩に舷惑されて終E誌の剣別困難でーあったので‘アルカリプルウ6B

を用ひた。著者は CaO・Fe.0，，2CaO・Fe，03以外に 3CaO・Fe，O"及 5CaO・R、，0"に相蛍する調合物を作り加

熱焼成し其等の存否を確めようと試みた。焼成に際し酸化鍛は極めて還元され易いのでガス燈を以て充分に酸

化獣態に加熱を行った。冷却は何れも協中放冷法を採った。著者の合成した僚件並に試料は弐の如くである。
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省主 2 表 カノレシウムフェライトの合成試料

試 料 カ11熱温度 力11熱時間 遊磁石友 遊離 化合石友 アェライ

番 放
調 /目品 物 酸化鍛 酸化鍛分 ト生成率

(00) (時〕 (%) C%) 子比 (%) 

1'-1-1 CaCO，+Fe，O" 1，250 。 t.r 1.00 100.00 

1'-1-2 CaCO，+Fe，O， 1，100 。 もr 1.00 100.00 

ヨニ，-2ー 1 2CaCO， + Fe20， 1，350 l 。 。 2.00 100.00 

1'-2-2 2CaCO，+F向0， 1，100 。 5.83 2.22 94.17 

1'-3-1 3CaCO， + Fe，O， 1.100 15.46 。 2.09 84.54 

1'-5-1 5CaCO， + Fe，O， 1，100 38.41 .5.85 2.91 55.74 

之等試料の中，薄片作製可能のものに就て顕微鏡観察を行ひ，ヨ欠で泡宜 X 線分析を行った。

IV. X 線分析

著者は 1'-1-.2，1'-2-2， 1'..3ー lの X 線分析を行った。 5CaCD，+F仇0，の加熱試験民就ては倫詳細の

研究が必要と考へるので別の機曾に譲る惑にした。第 2表の化合石友酸化鍛分子比から見ると Tー 1 2は完全

に CaO・Fp，O.，になって居り， '1'-.2-.2は肝I!-2CaO・Fe，O，を形成し， T-3.-1 は 2CaO・Fe，O"と遊離の才IdJ(

とが混じて居る様である。 T-.5ー Iは 3CaO・Fe，O，の生成を暗示して居るが，元来前述の遊離石友定量法は

回程溶液になった CaQ を定量する事不可能であるから此の場合一分子の CaOが 2CaO・Fp，O，中に際け込ん

で居るかも知れず其迭の事は向一府研究して見なければわからぬ。

全作 3 表 CaCO.，+Fe，O" 2CaCO.+Fe，O" 3CaQO，+Fcρn焼1&物の X 線分析結果

'1'-1-2 T← 2-2 T-3-1 

CaCO，+Fe，O.焼成物 2CaCO， + Fe，O，焼成物. 30aCO，+Fe，O.焼成物

ll1111l ιl (A) 1 (l (A) I I d (A) I 

l 1e-.52 3.70 ff 

2 」 ー 19.54 3.12 

3 20.52 2.95 ff 20.60 戸.96 f 

4 21.27 2.84 JIl 

5 22.()(コ 2.75 ff 21.85 2.79 f 

6 23ρ6 2.62 88 23.09 2.64 ss 22.95 2.65 目白

7 24.46 2.48 日 ← 23.75 2.57 

8 27.68 2.20 Jll 

9 29.62 2.06 m 29.99 2.04 m 29.98 2.05 ll1 

10 31.81 1.93 f 32.37 1.90 s 32.14 1.92 日

11 34.26 1.80 ss 34.05 1.82 .111 34.01 1.82 m 

12 35.05 1.78 

13 36.40 1. 71 f 3o.38 f 36.38 1.72 Jn 

第 3表及第 2園は X 線分析結果である。これに依ると CaCO" t Fc，O"， 2CaCO. + Fe，O，の各焼成物l土

臭る廻折線を示して居るが 3CaCO，，+Fc，O.焼成物は 2CaCO，+ Fe，o，焼成物とll11十同様である。既述の如く

化皐分析的方法に依り'1'-1--2及'1'-2-2は夫々 CaO・Fe，O，及 2CaO・Fc，O，と考へて差支へなかるべく

従て之等の X 線分析結果を以て夫々の化合物の標準と考へたL、。1'-3-1は 2CaO・Fe，O，の線以外に微か
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OaO ・F~03 (Tー 1.-2'

2CaO. Fl';03 (T -2. 2) 

30，，0・Fe20.，(T-3--1) 

第 3悶 カルシウムア ヱライ トの X 線篤良

ながら OaO の廻折線を示して居るの

で 20aO・Fe，O，+OaO とも考へられ

る。而して此の事は化摩分析的結果よ

り見ても明らかで‘ある。 従て 30aO・

Fc20.と云ふ化合物は此の場合生成し

ない様に考へられる，即ち其の存在も

大いに疑はしいが此事は'1'-5-1の

場合に就き尚一層研究する事により明

かにする事に出来ょう。

4CaO・A120a.Fe20.の

合成並，~ x線分析

OaO-Al，O，-F九0.， 三成分系の研

究は W.O. Hansell， L. T. Brown-

miller & R. H. Boguc (J. Amer. 

ChPIn.l soc.，192号，，50，396)亘氏の研

究が最も著名である。彼等に依ると此

の系に於ては 40aO・AI詰03・Fe2¥). な

る唯一の化合物存在しこれをプラウミ

レライト (Bru"'mniIJerite)と命名し，従来セメシトケリ γカー中に設見されて居たセライト (Oelit.e)と同ー

のものであらうとした。 此の事はソラコル氏 (So!aclu，Zcment-.， 1932，21，301)が X線分析を庭用して確め

更に叉共後 2，3 (;つ皐者に依りI旋められて居る。本邦に於ては山内俊吉氏(大日本窯業協舎雑誌、参照〉の系統

的前究があり許4細な書誌が明かになって居る。

:者;ぞil土木系に於て 40aO・Al，O，・Fe，O"以外に化合物が存在するか否かはJ除討せずlf.lに 40aO・AI20，・FC203

の合成を行ひ共の光撃的性質を検討し更に X 線分析法行った。化摩的性質に就ては既に報告したので(秋山，

空席 4 表 4οaO・Al203・Fe，O:iの X 線分析紡来

4 2.60 

17 

18 

日目 10 

5 

6 

ff 

ff 2.10 

7 ! 2.00 1 s 1 2.03 1 f 1 2.02 1 Jl1 11 19 1 1.30 1 s 1 1.28 
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2.22 

2.10 
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1.40 1.40 

1.37 
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1.37 

1.31 I m 

1.15 

1.11 

1.09 

1.07 

ff 
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1.14 
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津山，早態化，昭 8，No. 21， 1'7)弐に X線分析結果に就き記述する。市じて前記報文に掲載した試料を NO.1

とし，更に試料を、追加するため新たに弐の如き合成を行った。即ち著者は 4C乱CO.+Al，O.+Fe，O，調合物を

1，3∞。Cに 1時間ガス協で焼成した。然る所ルツボ中に於て上部は今融し下部は熔融したものが得られたので

No. 1 

No. 2 

No. 3 

第 3 箇 4CaO・Al，O".F巴，0，の X 志望書草員

これを夫々 No.2及び No.3 とし

た。之等 3種の試料に就き X 線分析

を行った。結果は第 4表及び第 3図

の如くである。

3試料の分析結果は大鐙に於て一致

する様であるが特に NO.1li比較的

よく線があらはれて居る， No. 1の格

子園間距離は Solacolu，山内氏等の

結果とIII各一致した。而して本結果は

2C乱0・Fe.O，及カルシウムアルミネー

トの廻折線と異り濁特のものである。

従て此の結果からしても4CaO・Al，O".

Fe203は一つの化合物である と考へる

基礎のーっとなす事が出来よう。

著者は今後 NO.1の廻折線を以て

4CaO・Al，O，・Fe，O.の標準としたL、。

附言己，本研究の施行l亡就ては王子製

華民株式令F士よりの研究者子附金に負ふ所大なるものがある，又rt験に於て大久保美夫氏並に古川儀隆氏の助力を得

た。以上に封し厚く謝意を表する。
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(講 義)

(財固法人古河王町七研究所〉 く昭和 16年 l月 10日受理〉

[ 1 J プラステイクスに於ける諸問題に就て

呂 馬問 九

(1 )緒言-Plasticsの費窪趨勢

低分子化今物ヵ:重合反磨、に依り樹脂紋物質を生ずる事は古 くより化翠者に依り知られて居た。仔IJへば P~込.y

styrol樹脂は 1839年に Sirnonにより製造せられて居る (Ann.1839， 31.， 26J)。然し此樹脂の性能が検討せ

られ工業材斜として着目せられたのは極く最近ーの事である。

P1asticsが化準工業界に重要なる地歩を占めるに至ったのは， 1909年に L.Rtkelandが PhenolとFor-

malaehyrleを Alkali縮合剤を府ひて縮合的重合せしめ，無気泡，無亀裂，不溶不融性樹脂 Bakeliteを工業

的に得たのに始まる (Ind.Eng. Chc、m.，1909，1.， 149)。其後，合成方法.加工方法等に不鈎iの改良が行はれ今

日の盛況を差するに至った。尿素 とFol'川aldehydeの縮会物は， 1918年に Johnに依り， 1921年に F.Pollak

に依り合成せられ Pollopasと命名せられた (Chem.Ztg.， 1924， 48， 560， 582)。この樹脂は無色透明であり美

麗に着色し得る潟，幾多の改良と共に今日も重要な用途に供せられて居る。 叉 Glycerineと無水 Phthal酸

を縮合的重合せしめたGlyptalresin は古く W. SmIthに依り至宝表せられ (J.Soc. Chern. Ind. 1901， 20， 

1075)，弐々と一聯の Alkydresin。が霊堂達して来た。斯〈基礎付けられた縮合的重合樹脂 〈熱硬化性〉は古き

歴史と共に不休の改良と稜蓬が行はれ，多くの新しい樹脂例へば Aniline樹脂， Fnrfral樹脂， Caseill樹脂

等が現はれ，賓際上 Plasticsの代表的地位に居る。

附加的重合樹脂が賞用の域に達したのは更に近年の事であるが， 一般に分子構造泊:紙状をなし熱可塑性を有

し且つ各種溶剤jに可溶性なる篤，高分子物質の撃術的研究の鈎象と して各所に於て研究せられ飛躍的護展を遂

げ今日に於ては新しい Pla日tics として極めて重要な存在となった。この 1'Ia.ticsは殆ど、全部 Acetylene，

Ethyleneより 出君主して合成せられ，こ の方面の化拳の研究と共に，19日年に濁主主に於て酪酸 Vinyl樹脂が

護表せられたのに端を裂し， Styrol樹脂， 各種の V¥nyl系樹脂が綬々 と賞用化せられ 1934年には Acryl酸

系樹脂が現はれた (Scbmid色， Gummi-Ztg， 1.934， 48及 Ber.，1.935， 725)。叉 Buna，Neoprene等の如

き Dicne系合成ゴムもこの Plasticsと全く同様の歩調を経て今日の盛況を墨するに至った。

Plasticsの分野に於ける他の一群は，天然高分子化合物を化事的に加工事華質せしめた熱可塑性物質にして，

と、れに属する各種の繊維素誘導鐙，プム誘導怯は重要な Piasticsである。

今や賞験室的に合成せられた PlasticsI士数百を算し，その中賞用化されたものも百徐に達する盛況である。

新製品の特許も甚だ多数に上り合成技術，加工方法の霊堂;童と共に弐々と現はれる新製品，新商品名の懸接に遣

なき有様である。

合成技術の中，最近特に進歩せるものは重合技術であるの Plasticsの合成の最後の段階を矯す重合技術は最

も多くの困難を伴ひ，彼の Bunaの製造が重合方法の解決に依り始めて完成した事賓を見ても其重要性が想像

出来る。重合方法として塊北貴重合，乳濁重合，溶液重合，鱗媒重合の諸法並加熱法，加睦法，活性光線照射法
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等があり ，夫々特徴を震寓して居るが近年五主主主せる共重合又は具重合方法の如きは最も進んだ技術である。共

重合とはご種以上の重合性翠量燈を重合前に混合して同時に重合せしむる事により雨成分を完全に翠ーのE大

分子中に包容せしめ，全く新しい特徴を有する新製品を製造する方法である。 この重合法に依り幾多の新製品

が現はれて居るが最も有名なものは， Vinylchloride-Vinylaceta犯の共重合物 Vinyliω 又は fgelitMP， 

Butadiene品y~ol の共重合物 Buna-S， B，t山 diene-Acrylnitrile の共重合物 Buna-N郎 Perbunan等であ

る。この技術は今後更に多方面に態用せらるぺく幾分の優秀新製品を産出することと考へられる。

Plasticsの加工方法の霊堂蓬も賛に割自に値する。各種機械の霊堂達により成型技術が進歩して複雑なる製品の

第 l表 Plasticsの扶態別分類
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成型も可能となり，叉強力なる紙，紐，箔となす外，積層品として叉塗膜として多種多様の加工を施し，金属，

木材， ガラス，コ"ム， 共他凡ゆる材料の代用品としてイ創刊しつ ιある。

以上主l!;ぺ来れる事に依 り明かなる如<， Plastics工業は合成コソ、工業，合成繊縦工業とは其皐術的根擦に於

ても工業的技術に於ても殆んど-~豊となって居るが，他の工業との闘係も甚だ多角的である。 即，化事用材料

(耐水，耐蝕性)，機械製作材料〈強靭軽最防菅性).電気材糾(電気絶縁用，被覆用)，光製材料，装飾用，塗

料，建築材料等として凡ゆる工業の分野と緊密な関係を有すると同時に大化事工業例へば石茨乾溜工業.合成

メタノ ール工業，石表、液化工業， Carbi1e工業，石油工業，醸酵工業，人造肥料工業，ソーダ工業等の製品よ

り原料加工薬品を仰ぐのでーある。

(2) PlasticS'"の分類と他化畢工業との関係

現在知られて居る Plasticsの種類は，前述の如く極めて多種多様であって之を完全に分類することは極めて

困難であり，色々な額賂より其分類が試みられて居る。 却化事構浩上よりの分類，賞用的な方面より観た分類，

原料開係よりの分類，物理的性質の相異に依る分類等が試みられて居る。 ヨたにまなる Plasticsを朕態別に分

類すれば第 1:表の如く仏る。

以上の分類に於ける硬質種は所謂合成樹脂に，~草性燈l土所謂合成 コームに属すべきものであり，製品の庭理方

法，其他により爾者の何れにも属せしめ得るものもあるo

叉， Plasticsを共主鎖原子中に於ける構造単位の結合部の原子園の種類に依り分類すれば第 2表の如くで

ある。

j原子園

-C-Cー

-C=Cー

-CH，一
一/一一¥ー
¥一一/

ーく三〉-
-0ー

O 

-じ-0-。 。

然、2.3長 Pl的色ic自主章氏結合郊の原子制に依る分童話1

名 稀 191J 

炭 素 給 合 15陸ペB の'7"ィニ ーノレ系樹脂，コ'ム

茨素 二重結合|ゴム，ネオ 7・レン(初期重合物〉

モノメチレン結合 |ペークライト .ポロパス

ペ リ ー ノし核 (C白，CH，く二 〉C Emn，日レ〆-，ト 7沌Lldレヂヒ

ピ ラ ン 核 |繊維素，澱粉並其誘導緯

エ ー テノレ結合 |ポリオ キシメチレン，ポリエチレン tキサイド，繊維素，澱粉

エ ス テノレ結合 | ポリエステ '~，クリ プ タ ノし樹Jm

-d-O-di 一|酸無水物結合 |ポリ酸無ホ物

o H 
-8-0一品 |アマイド結合 1;蛋白質，ポリアマイド〈ナ イロン〉

-8-8ー |硫化物結合 |チ牙コー ノレ

--NHー |イ ミ ン結合 |ポリエチレンイミン

以上の他，構造単位の有する基による分類.重合型式に依る分類等多数の試案があるが 何れも一長一短があ

る。

J'lastiesを共原料の方面より観祭分類する時は.Plasもics工業が如何に他の大化率工業と密接なる闘係を有

するかが額かれる。 Plasもicsは，耐化率薬品性，軽量なる事， 強堅にして加工容易なる事等数多の特長を有す

る篤化摩工業用機材として濁特の地歩を占め多大なる貢献を篤しつ Lあると同時に， 化準工業の 中間製品に叉
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製品を共の原料として居る主主，経済的にも相互依存の関係にある。主なる大化皐工業と ;Plasticsの資源との閥

係を考察例示すれば第 3表の如くなる(楼悶:エ化附録 22，114-116参照〉。

以上は主なる Pl乱Slicsに付き鍛例を示したもので， Plastics全分野に亙って考察する時は更に深遠な関係の

存在する事が窺知される。殊に近年長足の進歩を皇室げ-:;).1.ある Ace句lene及 Eもhyleneを出設黙とする多種

の合成品は何れも Plasti('sと密接な関聯を有するものにして，次に簡単な検討を試みて見度L、と思、ふ。

(3) Acetylene化撃の進歩

Acetyleneは三重結合を有する極度に不飽和なガスにして，之より無数の有用なる物質が誘導せられる事は

古くより知られて居た。然し Acetylene より誘導せられる諸物質が系統的に研究せられて皐問上 Acetylene

化事の分野を拓き，賞用上 Aceもylene工業の領域を築き上げ，今日の盛況を来したのは，大戦時並戦後に於

ける燭逸の化撃者等の血みどろな努力に負ふ所が多L、。この問題を解決する篤には，Aceもylene自身の原料に

闘する解決が要求せられたが，この方面の進歩も極めて顕著である。時を同じうして米閣に於ても NieuwJanrl

教授に依り，銅錯盛を用ふる Acetylell号室合躍が併究せられ，其結果 Vinylacetylene化合物語:工業的に製

溢せられ，之より数多の有用な材料が得られるに至った。斯くして Acet，ylene又は之より誘導せられる 臥hy-

leneより幾多の貴重な人法材料が合成せられて今日の盛況を差するに至った。

Acωyleneの原糾の中最も重要なものは Carbidc(CaC2) である。Cokeと石友石を電気弧光櫨内に於て約

2，5∞℃の高湿に加熱すれば Carbirleとな り，之に水を1)日ふれば AcetyleneをE芝生する。 1t(，nのCarbidcを

作るに要する電力は燐の大さ及構迭に依り 2，8∞-3，50Jkwhである。 1934年度に於ける全世界線差額は 3∞

蔦ωnに達した。Carbideは初期には燈火用に供したが，その後石友窒素製造，熔接工業に用ひられて居た。

近年に至り合成化皐の原料として多量に消費せられるに至ったのである。 1宇36年頃の濁逸に於ける用途別は

線産額の 50-60%が石友窒素に， 15-20% が有機合成に，20% が熔接用に， :J;H安部が燈火用に供せられて居

た。斯くしてお援とT:i茨よ り幾多の苦闘を経て， Aceもyleneの工業的生産が確立せられ，之が新なる大化事工

業の基礎となり，完全に原料問題を解決しっし化率的及技術的の数々の驚異的偉業を成就せしめたのである。

Acet，yleneの工業的製造に，Meもhane"Eもhane叉は Propaneの如き Para節目巴系茨化水素を熱分解せし

めるがI方法が提案されて居る。天然ガスの墜宮な地方では極く有利な方法であり ，Cok巴よりのガス及石茨液

化の陵ガス等が利用できるが Carbide法に比すれば術研究を要する黙示多L、。

Aee~y: ell巴 及英より得らる L物質が如何に康範聞に及んで居るかを線、括的に観察せば， Energy界にては後

光或は加熱材料として，金属工業に於ては熔接作業に，農業に於ては石友釜素として肥料に，食料品工業に於

ては Es~ence 或は保存剤として，繊維工業にては含浸到lj，糊付期或は合成樹佐 として， 塗料方面にては溶剤，

軟化剤.ラ ッカー原糾として，火薬方面にては溶剤として， Plasticsとしては合成樹脂， Film，可塑物， 電線

被覆及絶縁材料として，コ"ム工業にては合成プムとして利用され，更に種々 の染料，瞥薬等が合成されて居る。

之等の詳細に関しては O.Nicodemus氏の論文並彼の考案せる“A附句lenbaum"の園を御参照願ひ度L、。

(Ang. ehem.， 1936， 49， 787，仙波硫氏欝; 日:本コ・ム誌昭 12，第 10巻， 375可

Ace!ヅ!pneより合成せられる物質の愛蓬の経路を追跡することは甚だ興味ある事であるが一一詳細に述べる

には絞りに雑多なる篤最も重要なるものに付時述せんとする。 Aceもylpne 誘導鐙中最も古て且つ最も重要な

るものは Acetylene と水との化合物 Acetoaldehyde，之を酸化せる酷酸及無71<酪酸である。 Acetaldehyde

は極めて多くの新物質の基礎原料となるが，自身数分子重合した Metaldehydeは“メタ "と稀せられる携帯

燃桝である。 Aceta!dehyrleに水素添加をすればが Ethanolが得られる。濁逸に於ては大鞍中既に此方法が
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工業化されて澱粉性食斜品を醸造に用ひることなしに Alchol並に Ethyletherを製治した。

Aceωldehydeに Alkaliを働かすと AleolとCroωnaldebydeとなり是等に水素を添加すれば Butylen-

glykol並に Butanol を生ずる。雨者共に溶剤又は軟化剤となる外 Buもadiene系合成ゴムの中間櫨である 3

叉， Acetaldebyde I主上記せる如4繍媒を用ひて酸化すれば隣酸となる。濁主主に於ける合成酷酸生産量は 1934

-1935年に於ける酷酸生産量 34，712ωnの82%に達したと言はれる。ニの酷酸より幾多の貴重な溶剤，軟化

剤が誘導されて居る。酷酸より得らる L無水酷酸は酷酸繊維素の製造原料であり極めて重要である。 Acety-

leneより直接に，或は酷酸を経て Acctoneが得られることも周知の通りである。

以上階建せる Acetyiene化事の根幹の上に，近年数多の新 Accもylene誘導慌が現はれて新分野を開拓し

た。即ち， Aceもyleneより多くの Plasもics並に合成コ、ムが現はれるに至り， Acetylene化事は偉大な進路を

開拓したのである。 Acetyleneを原糾とする Pla挑icsで最初に市場に現はれたものは，大駿蛍時及戦後に於

て， Acetaldebydeに Alkaliを作用せしめて製造した“WackPr-schellack"である。此場合には Methy1

基と多数の Alil.ehyde基との Aldol様反感に依り多数の Aldehyde分子の連鎖が生ずるのである。 主えで多

数の Vinyl誘導健が出現し，共重合性を利用して種々の方法に依り製造せる重合憶は色々な性質の異なる有

用な人遁材糾となる。其中主なるものは，

(1) Aceもyleneと盤酸より合成せらる L感化 Viny1lCH=ClH-Cl)

(2) Acetylencと脂肪酸より合成せらる)..V!nylesters (CH=CH-OCOR)特に酷酸 ¥Tinyl

(3) Acetyleneと Alcoholより合成せらる).. Vinylethers (CH2=CH-OR) 

(4) Ace句le口eと Amineより合成せらる)..Vinylamine (CH，=CH-NR，) 

(5) Acetyleneと Carbazolより合成せらる)..Vinylcarbazol (CH2=CH-{C.H.，N・C.H.D

(6) AcetyleneとBenzolより合成せらる)..Vinylbenzol又は Styrol(CH2=CH-C.Hc.) 

く7) Aceもyleneと青酸より合成せらる)..Cyan Vinyl又は Acryl酸，Nitrile(CH，=CH-CN) 

等である。英中 (6)，(7)は現今は直接 Acetyleneより製造して居なL、がこの部類に麗せしめて差支ないもの

である。是等の車量僅は種々の方法に依り重合せられ，夫々所要の硬度，弾性，抗張力，耐~，耐熱，耐71<，耐

薬品，電気絶縁性を有するものになし得るに至った。 Vinyl化合物の重合燈にして市場に現はれたものは甚

だ多数あるが，主なる商品名を示せば弐の如くである。即， Igelit“MP"及“PCU"， Mipolam， Vinifol; 

Vinapas， Mowilithe， Vinarol， Pioloform， Povimale， Luvican， Optanol， Stabol， Trolitul， ACrOn"11e， 

Pekaglas， Plexiglas， Sigla等の如きである。是等の用途が賓にE置き純函に亙って居るのは勿論である。

Vinyl化合物の化撃の進歩に更に偉大なる成果を粛したものは，米園の Nieuwland差支援の研究に依る銅錯

鐙を用ひる Acetylene重合慢の製法の出現である。此不飽和性重合健たる VinylacetyleneCH， = CH-C三CH

は共に示す如く，色々な有用な合成ゴム，合成樹脂の母陸となって居る。

CH三 CH→CH，=CH-C三 CH

+H20 

一一一一+CH.-CO-CH=CH，
Meもhylvinylketon 

+HCl-CuUl 
-一一一→CH，=CH一CCl=CH，

Cbloroprene 
角高妹叉は加熱に依り王室合

A叫 lene: Monovin向 etylenelJLcH2=CH-CEME

But乱diene

重合

重合

重合

銅商昔E題 +C'2，H2 重合

合成樹脂

ム(米， Neopr四日|
ソ， Fowprenc 

乾 性 油

合成ゴム (Buna)

一一ι
一歩CH2=CH-C=:=C-CH=CH，一一→ 乾性油 lS，D_ 0_) 

銅銭揮 &Divinylacetylene 
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上表に明なる如く Monovinylacety leneは特に合成ゴムの原料としだ童要である。ー般に Diviuyl化合物

に於て二つの Vinyl基が隣接して島るものを重合せしむればゴム紋重合憶を生ずる。主なる合成プム弁天然

ゴムの箪量慢を表示すれば弐の如くである。

Acetylene+ Acetylene -→ CH2=CH-C三 CH(Monovinylacetylene; MVA.) 

MVA +H2 一一→ CH2=CH--CH=CH2(Butad'en)一-Bnna
MVA +HCl 一一歩 CH2= CH -C (Cl) = CH (2-Chlorobntaバien)-Neoprcne

Acetoneより Pinakonを経て，CH2=C(-CHa)--C(CH3)=CH2 (2， 3-Dimethylbuta~ien) ーメ チル ゴム

天然プムの基本程 CH2=CH-C(CH3)=CH2 (2-Methylbuもadien即ち， Jsoprene) 

Acetyleneより Runa-S，Buna-N， Buna-115， Buna-85， Neopreneの如き優秀なる合成ゴムの得らるに至

った事l士，Acetylcne工業の基礎を愈々確立せしめた。更に Vinylchlorideの重合艦を紡紙して繊維を作り

(PC繊維)，Polyvinylacetaぬを鹸化して Polyvinylalcoholとなし之を紡称して繊維とする等，近時合成繊

維界に於ても Acetyleneは極めて重要な資源と して仰がれる様になった。

魔法の樹“.o¥cetylenbaulU" ，土石茨と石友に根を下し，釜々枝葉を延ばして幾多の貴重な果賞を生み，更に

限り無き未熟の果賓を蔵して居る。 此の根に肥料を輿へ，この果賓を熟らせて，si:々吾人の穏利を増進せしめ

るのが今の Acetyl巴nc化皐者の任務である。 .

(4) 重合技術

Plasti('sの製造工程に於て最も重要な意義を有し且つ技術を要するものは重合の工程である。 f氏分子化合物

たる思量鐙 (Monomer)より高分子化合物たる童会健 (Polymer)邸， PlastなB となる反感を一般に童会反感

と稀し，縮合的重合と附加的重合とに分けられる。元来重合は自然界に於て遁く起りつ Lある現象にしてWljへ

ば簡箪な繍類より繊維素の生成， Amino 酸より蚤自の生成等之に属する。此現象は古くより注目せられ，約

100年前に Betzeliusに依り重合燈なる語が輿へられたが，反感機構が複雑であり，生成物質の分子量が大な

る篤，久しきに亙り殆ど拳問的に取扱はれず未知の領域としで残されて居た。然し， Plasticsの技術の進展に

件ひ，此反感は詳細に研究，鮮明せられ遂に今日の高分子化撃の新分野を形成するに至った。今や，重合反日空、

の機構，重合燈の分子量(重合度)，構造等が詳細にZ3;り闇明せられつ Lあり，従って重合技術にも幾多の興味

深き設明治:昔話されるに至り，此方面は拳術的技術的l鍋心の焦黙となって居る叡がある。 一高分子化合物の物理化

皐的研究に闘する最新の進歩は異に~J 自に値ずるものがあり，今円治各所に於て食重なる結果を綬々と霊堂表し

て居る。

扱て，工業的に賞用せられつ Lある重合技術には，車量鐙の重合性，生成する重合憶に要求する 性質に依り

色々な方法が採用せられて居る。重合能力の大なる皐量健は，車に室内に放置するのみにでも 「自然重合」を

起し重合度の大なる重合践を生成するが，工業的に重合を行はしむるためには，熱光或は鰯媒等を作用せしめ

て重合を促進せしめるのが普通である。 翠量任豊を加熱するか，活性光線を照射するか，鱗媒を加へるか或は時

には，高周波の電場，磁場に置くか，高座力を作用せしむる時filli合速度l主著しく大となる。現今工業的に庭

用せられる方法は殆ど加熱法， 鱗媒法に限られて居るが時には活性光線照射法も用ひられて居る。重合技術に

於て最も重要なる黙は，以上の外に，重合に興る~量慨を如何なる朕態にするかにある。 草量挫の朕態に依 り ，

重合方法に，塊妖重合 (Blockpolymerisation)，溶液重合 (Solutionpolyll1C' rilsation)，乳濁重合 (Emulsion

polYll1erisat，ion)，共重合 (Co・leo1ymerisation，Inter-polymeriaat:on， Mischpolymerisation)等がある。

塊~犬重合 l土軍最鐙のみをそのま L 叉は鱗媒の存在下に於て重合せしめる (一般に加熱する 〉 方法にして生成
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する重合物は大塊妖となる。重合温度が高い程，縄媒の量が多い程，重合度(分子量i，土低下する。塊献重合

方法は最も古くより行はれる方法であるが，重合反感が均一に行lまれない事と重合鐙の後庭理方:困難なる事が

倣黙とされて居る。溶液重合は箪量桂を遁嘗な溶剤に溶解して稀緯せしめて重合せしめる方法である。塊朕重

合法に比し重合速度還し重合慢の重合度は低下するが重合反日産地:均一に進行し，生成物の後庭涯が容易とな

る。この重合法には多くの研究が行はれて居る。皐量鐙と溶剤とのi鍋係，翠量鐙の濃度，重合促進剤，又は抑止

淘jの作用，重合温度等に闘し多くの報文が重量表されて居り，重合機構の解明に貴重な光明を投じて居る。是等を

一々紹介する徐裕はないが，一例を示せば Styrolを Benzol，Toluol， Eth;1ibenzol， CCI.等に溶解して重合

を試みた興味ある論文がある。 G.V. Sdmlz， A. Dinglinger， und A. Hu自ernann，Z. Physik， Chem (B)-43， 

1939， 385. 

乳濁重合は，溶剤l重合の原理を更に一般化した方法にして，幾多の資際上の成功を牧めて居り，今日の合成

コAム，合成樹脂等の分野に於て最も重要な重合方法とされて居る。 郎，米園の Neoprene.調逸の各種 Buna

コwム，又は Acetylene，Ethyl，'nむより誘導せられる多種の重合性樹脂は，現今殆と"Jlt重合方法により大規模に

製造せられて居る。乳濁重合 とは， 皐量憶を之が溶解せざる分散媒(主に水〉中に分散せしめ寺L濁欣に保ちつ L

重合せしめる方法にして，同時に金属石鹸の如き筑化剤と Benzoylp川 oxide叉は過酸化水素の如き章合促進

測を入れ比較的低湿に於て重令せしめる。此方法の特徴l主連織作業が可能なる潟大規模生産に過することであ

り，重合反感の調節容易であるこ主，単量桂が微細に分散して居る~重合温度を{尽くしても重合速度大にして

且生成物の色，共他の性能良好なること，重合燈l土粉M犬となり後庭理由:容易であり，叉不純物との分離も容易

な篤精製し易きこと等の多くの利黙を有する。童会生成物は一般に懸濁ll7¥となり天然 Latexと類似のものとな

る。此に酪酸，蟻酸叉は多償金属図〈例へば硫酸アルミニウム〉等の如き凝固剤を加へると問塊に凝集する。

叉，この重合生成物をzp.な面上に塗布して71<を蒸渡せしめると丈夫な皮膜を得る。此方法の1快黙は，重合程よ

り乳化剤又は安定剤等の不純物を完全に除去し鶏tl、こと，叉幾分販協性であること等であるが夫々針策が言葉ぜ

られて居る。要するに乳濁重合法は，ヨえに述べる共重合法と 併用されて今日最も進んだ重合方法としてf費用

されて居る。更に詳細に記述する絵裕なき篤，次に乳濁重合に|鍋する 一般的叙述を紹介するに止める。 H.

Barro¥V， Brit. Plasもics1ヲ40，11， 131. 

次に，現今来だ理論的解決を見ずに庚汎に費用せられ幾多の輝かしい成功を牧めつ Lある重合方法に共重合

方法がある。共重合とは，一つの重合性翠量憾 A に他の重合性輩量桂 Bを重合前に混合して，同時に重合せ

しめる方法にして，斯くして生じた重合物は， 患に A の重合憶と Bの重合艦とを機械的に混合せるものとは

全く異なる新規性能を有する物となるのである。 聞.A， B は互に重合鐙の主鎖中に入り込んで全く新しい重

合践 -A-A-B-A-B-B-A-A-A-B-の如き物となる。従って A，B の種類，混合比を遁蛍に選び，重合候件を

調節すれば，色々な新しい材料の生成することは殻想に難くなL、。 これを賓際に懸用して著しい成功を博した

賓例は合成プムに於ては， Bllna.S (Butadiene十郎yrol).Perbunan (Butadiene+Acryl酸 niもrilel等の如

き，合成樹脂に於ては Vinylite.Igelit. MP (Vitボchiori<:le+ Vinylacetate). Mipolam (Viny l chlori~e + 

A('rsl 酸 es附)等の知きものである。 Bnna-S.P円 bunari自の愛明に依り燭逸の合成コザムカ:完成するに至っ

た一事に依りても共重合技術の重要性が窺はれる。叉.RもyrolをDivinylbenzolと共重合せしめると溶剤に

不溶性の共重合物とな ることも理論的に極めて興味ある事賓として庚く知られて居る。 斯くして得られる共重

合物は各々の皐燭重合物の優れた特徴を併せて愛寓する篤，極めて優秀な材料となるのである。叉重合性軍量

僅 A に，それ自身では重合性を有しない化合物 Cを混合して重合せめる時にも混合重合が起ることがあり，

特に斯る重合を異重合 (Heteropolymet:isation)と裕する。例へば， Sもyrolと無71<Malein酸とは異重合を起
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すのである。又，重合性草量鐙を三種以上同時共重合せしめる事も可能であり，此方面の研究並に特許は移し

い数に上って居る。然し， 重合性翠量慢は必ずしも共重合を起す誇ではなく，互に重合を妨げ合ふ場合もあり，

Styroi酷酸 Vinylの組合せは此例として挙げられる。斯る場合には更に第 3の成分を混合して共重合を起す

ことが出来る。此方面の研究は理論的にも，震際上にも極めて興味あり且つ重要な篤近時著しい進展を遂げつ

つあるが詳細に記述することは差控へる。 此問題に闘し筆者が試みた一般的絞越が近日中に「肯河電工」誌に

掲載される事になって居る。

以上を要するに Plastics工業に於て重合技術は最も重要であ り最も興味ある慮であり，其理論的根擦も著し

く進捗しつ Lある現扶に鑑み今後幾多の進展が期待せられる。

(5) 加工技術

Pla"t.icsが今日の盛況を墨するに至った原因は勿論合成技術，重合技術の王室主主に起因するのであるが，更に

有力な役割を演じたのに加工技術の進歩があることを忘れてはならなL、。塊駄叉は粉朕として得られる重合艦

を遁営に後庭理し，之に泊営な軟化剤，溶剤，充填到IJ，着色剤，補強剤.安定剤等を加へ，叉は加へずに，総

扶，作i朕，板獄，，惨状，管:Jj}¥，特*犬に加工し，或は積層品とし，叉，電線の被覆，各種塗膜に膝用する外，種々

な複雑巧妙な形AAに成型せられ，直接吾人の使用に便利な形朕にする加工技術は多くの経験と努力の結晶にし

て，この技術の援蓬なく しては Plastic8の其債は本蛍に護揮されなし、。印ち，加工技術の進歩に依り Plastics'

の用途は益々康くなりつ Lある。一般に看過され易き此の技術を特に取り上げた所以である。然し.加工技術

の全分野を説明するのは絵りに繁雑であるから，最 も重要な成型;法と箔の製造法に就いて時述することとす

る。級近に至札此加工技術の分野にも.高分子化合物の理論的研究の結果が有数に感用されつ Lあり，更に

劃期的加工方法の出現も期待せられる。

(1)成 型法

(イ 〕 座縮成型(ComprcssionMolding， Pl'cssverfahren) 熱硬化性 Resinにも熱可塑性 Resinにも最も

簡翠に利用し得る方法にして，最も一般的に用ひられて居るo Plastic:-;を其の軟化温度以上に加熱せる型

(Mol'l， Die)中に容れ， 上下動する陸板にて例へば水盤機にて陸続して成型し.次に型を冷却して成型品を硬

化せしめたる後区~jJを去りて成型品を取出す方法である。以上の如き簡単な操作で除あるが多くの経験と技巧

を要する。即ち，加熱温度，時間，酪縮膝カ，時間，方向，冷却方法，英他非常に微妙な因子治:多L、。 燭乙に

於ては型の構造は勿論，型用材料の性質迄研究されて居る。近時非常に巧妙な自働式装置が考慮されて，粉末

の型への充填， T象備医縮，ガス排除，二次~縮，型の分離，成型品の放出， ~却の掃除等の諸録作が全部自働的

に行はれるものも出現した。

(ロ〉注入成型 (InjcctionMoluing， Spritzgussverfahren) 此方法は専ら熱可塑性 Resinのみに利用し得

る方法にして費用化せられるに至ったのは筏〈近年の事である。此方法は工程が極めて迅速にして多量生産に

遁.1..-，多種の優良な自働的装置が市販されて居り ，世界各所に於て驚くべき速度で各種成形品が諮られて居

る。比，方法の原理は，日asticsを光つ加熱街中に入れて共流動温度以上に加熱して置き，加熱筒に連結せられ

た冷型中に墜入して成型したる後型を外して成型品を取出すのである。此冷型を漣績的に取換へる時は反覆し

て成型品が得られる。此方法に依る成型品は細前〉迄正確に成型せられ，且表面が美しL、。

やす 押込成型 (TransfE:'.rMolding， Spritzpressverfahren) 此方法は原理に於て注入成型と全く同一であ

るが熱硬化性にも趨用し得られる。郎，成型品の寸法を正確にしたり (0.∞l吋程度迄L叉成型品に極めて正確

な位置に掃入物を植込んだりする時に用ひられる。即ち，匪縮成型と注入成型の中間の方法と見られるもので
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ある。

(ニ〉流込成型此方法は極めて原始的な方法であるが大形の板叉は棒管の如きものを造るには必要な方法

である。即ち，熱硬化性 Resin液紋初期縮合物例へば l'henolresin の Resol 又は熱可塑性 R~ sin の皐量鐙

例へば Meもhylmeもhacrylaぬの Monomerをガラス製又は鈴製の型に流、込み，比較的低温にて永く加熱し重

合を完結せしめて型より離す方法である。有機ガラスの板は此方法に依って得られる。

く2) 箔の製造法

原料 Plasticsの種類に依り製造方法を遊蛍に選揮しないと強靭な箔は得られなし、。主なる方法は弐の 3種

である。

(イ〕 岡持法 (Walzenverfahren:vValzfolien)表面を良く研磨せるロールを備へた精密カ レγ夕、により医

也する。

(ロ〉延伸法 (Ziehveriahren:Gezogenefolien) 合成繊維等に於ける乾式紡糸法と同一原理に依る方法にし

て，加熱熔融せる Plasticsを細際 (Slit)より抑出し，共押出速度よりも速い速度で延伸し乍ら捲き取る事に

依り Plasもicsの分子を延伸方向に定位せしめ生成する箔の抗張力並可視性を増す方法である。特に Polystyrol

の如きものの箔はこの方法にて造られる。

(ハ) 流掛け法 lGiesverfahren :Gegosenfolien) 移動する金属の無端 Beit叉は大形園筒の表面に清湾に 、

した Plasticsの溶液を流し，乾燥室に導いて溶剤を蒸君主せしめる方法にして， 厚さ均一な薄い箔が得られる。

繊維素誘導怯及 Polyvinylesterの箔の製造に多く用ひられる。

(6) Plasticsの試験方法

Platic3には種類多く，芳々異なる特性を有し，叉新しい材料が績々と現はれ且庚汎な用途を有する潟に共

試験方法も極めて多方面に亙って居る。未だ試験規格も制定されて居ないので使用目的に依り試験項目並方法

も直々である。然し， Plastic自の試験は其妥蓬に甚だ重要密接な閥係があるので，ーたに主なる性能の試験項目

を列翠し，重要なものに就き簡単な説明を附け加へて置いた。紙面の闘係上詳細は省時するが次の文献を参照

せられ度L、o R. Houwink編;Chem'e u. Technologre der Kuns凶 offe，1939， Leipzig. S8 521-586。猶，

主なる試験に用ひられる試験片の形献立主寸法は弐闘の如くである。

(a) 機械的試験 (MechanischePrufungen) 

Plasticsの機械的試験方法並機械は金属其他の材料試験の場合と全く同様であるが，求めらる L数値の範園

が金属に比し主主かに小である震に，能力の小なる機械を選ばねばならなし、o OJJへば筆者の研究室にて採用して

居る Charpy式衝撃試験機は 5つkgcmの能力のものである。主なる試験項目は弐の様である。

1.抗張力， 2.抗折力， 3.衝撃耐力， 4.有溝耐撃力 (Kerbz討higkeit.)，5.耐匪力， 6.硬度 (BrinellH託rte)，

7.切断時伸度， 8. ~車性率(ヤシグ率)， 9.引裂強度 (Spaltbarkeit)，10.疲勢試験 (DauerfestigkeH)。

(b) 熱的試験 (ThermischePriifungen) 

日乱sticsI士有機物なるを以て一般に 2∞。C以上のi温度には耐えなし、。此故に無機材料と自ら用途を別にして

居る。熱可塑性 plasticsを漸失加熱する時は，一定の熔融黙なく弐第に軟化し始める。このi温度を軟化黙と稽

し濁逸では Martens度にて表示して居る。更に加熱する時は常温に於けるコ、ムの如く嘩性の朕態になり逐に

“流れ"を生じ績けて加熱する時i士分解するに至る。熱硬化性 pl銅色icsは流れの*犬態を示さずに分解する。

以上の他に Plasもicsの燃撰性，膨脹係It共他熱的性能l土何れも重要な性質である。主なる試験項目を要l障すれ

ば弐の撲である。
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1.軟化温度 (Marも('I1S試験， Vicat試験等).2.加熱試験(加熱に依る性能の襲警化試験)，3.耐燃性 (Gluも・

festigkeit)， 4.線膨脹係数，5.熱停導度， 6.比妻子、。

(c) 光率的試験 (Opti~ch(' Pri1fungen) 

J'lasticsの一光率的研究i主主に共構造決定等の撃術的研究方面に於て盛んに行はれ，X線.Ramanspector， {i[，¥ 

光顛微鏡，電子蘇微鏡等が態用されて居るが，工業的資験としても次の如き試験が行はれて居る。

3. X 線に依る弱黙探査2.偏光光線に依る歪力分布の試験

一般物理的問験 (Allgem.phyfik. Prufungen) 

P!astics I土，一般に軽量であり Polystyo!の如きは比重 1.05

1.顕微鏡に依る組織構造の試験

(d) 

である。又，日光，i:泉気等に鈎する抵抗即断

老化性も大きL、。斯る誇性質の試験は賞用上極めて重大である。主なる試験項目l士夫の撲である。

1.比重，2.屈折率， 3. 11&71<性， 4 而t7.~度， 5.耐光性， 6.耐候性。

化率的試験 (ChemischcPrufungen (e) 
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l'lasiicsの化皐的試験は各種化謬薬品卸酸， A lkali，油脂，溶剤等に望号する抵抗性の試験と Plasticsそのも

のの化事的分析に大別することが出来る。 Plasticsの系統的化率分析は殆どT費用の域に達して居るが詳細は

省略する。

(f) 電気的試験 (ElcktrschePriifllngen) 

Plas:icsは一般に良好なる電気絶縁性を有 し， Polys句101の如きは特に抜群の性能を有して居る。従って，

Plast託sの電気的試験は極めて重要であ り各園に夫々の試験規格がある。電気的性能中最も重要なる項目は次:

の 4項である。

1.絶縁耐力， 2.絶縁抵抗， 3.誘電率，4.誘電鐙損失

Plast，icsの電気的性能は，電気材料として使用する上に重要な意義を手lーするのみならず，Plasticsの構法や

本質を研究する上にも多くの示唆を輿へて居る。 以上の各項を解読するに代へて，英測定法を筒墜に紹介して

参考の一端に供し度いと官、ふ。

1. 絶縁耐力 (DurschlagfPld偽証rke，Ed， kV/mm)は単位厚みの絶縁物が絶縁を破壊され.る電墜を云ふもの

にして， 測定法の詳細l士E，11，A， Rpf. LjS2 rJ.I.E.E. 1926， 64，165)及 SupC'roedingRef. L/S2を参照さ

れ度L、。

2. 絶縁t抵抗 (Iso'at，ionwiderstano，.a cm)は僅積固有抵抗及表面抵抗の 2種に分ける事が出来るが何れ

も直偏法を用ひて測定する。此方法にては検流計の感度に制限を受けるから電流感度 10-10Amp.として 5∞v

の電源に依り 5X 1012 ohm程度しか測定出来なL、。 此以上の高抵抗の測定には Elektromωer法に依るが，

10" ohm迄が今日の極限と考へられる。 (L.H川 tshorn:J. Sci. Inst， 1926， 3， 297参照)

3. 誘電率 (Diei ektriziも批skonsもan句， ε)並誘電器損失 (Verlustwinkel，tg 0) 

高周波通信に於ける絶縁材料として特に ε及 tgoの低きものが要求せられる。 測定法には，同調法(抵抗愛

化法，抵抗置換法，リナグタ Yス盤整化法，周波数獲化法， Q-metcr法，レ ッヘル線法)，電橋法，Dynatron法，

Calorimetry 法ー電磁波法等があり ，夫々特長があるが日本翠術振興舎にては高周波に於ける標準方法として

リア タタ γグ襲警化法を採用しだ。此等の詳細に闘しては電気皐禽誌，昭和 14，59，519，683を参照せられ度L、。

(7) 結 ちE
E司

以上各項に於て現今愛展の途上にある Plastics 工業に於けるこ三の重要なる問題に就き極く概燃を記述し

た。更に Plasticsの多方面に亙る質際上の感用に就き述べるべきであるが本稿に於ては之を省略した。

Plasticsが賞験室的に後見せられたのは必ずしも新しい事費ではないが 費用の域に達したのは今世紀に入っ

てからの事であり ，念、速な室主主主を遂げるに至ったのは最近 10年足らずの間である。特に濁乙，米園， 英図等

に於ては驚く程度範囲に利用されて居り，今や Plasticsの時代の観を曇して居る。 OIJへば，日用品，ラヂオ，

家具類等は勿論，米園に於ては Plast.icsのみにて一切を諮り上げた建築物が出来一て居り，自動事，航主主機，英

他殆ど凡ゆる方面に感用せられて居る。又濁乙に於ては Plastics のみの潟英機を E支出したと 体へられる。

PolYj'1cthymethaery lateにて レy ズを作り， Phenol系樹脂成型品にて外箱を作札 酷酷繊維素にて Filmを

作り，共他一切を Plasticsにて製したと云はれてゐるの

Plasticsの号室濯の背後に於ける物理化翠等の基礎率問の版社，合成技術，加工技術の進歩，原料の普遍性，

製品の多角的なる等の諸国子が今日の盛況に導いた事は前述せるJmわであるが 一実Ijも休まずに進む各所の研究

成果は必ずや更に優秀なる材粉を重量み出してI!t人の視聴を集める事と思ふ。

本稿に引綾き， Plasticsに闘する基礎的研究の最近の成果を簡翠に紹介 して見度いと思ふ。
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(Abstracts From Original PapersJ 

[1] On  the Acidity of Japanese Acid Clay. 

(The 4th Report.) 

Components E玄tractedfrom the Acid Clay Treated 

with the Neutral Salt Solution and Diminution 

of Cation in the Solution. 

By KCll-ichi Yamamoto. 

28 

From the previous reports it is considered undoubtedly that the acidity of Japanese 

acid clay is eoncerned with .AI and Fe compounds extracted from the a巴idclay when 

1 he Iatter is treated wi1 h the 11巴utraIsaIt soIutiollS. Hence the author in this report has 

investigated on the relation between AI ion extracted from the acid clay and diminution 

Qf cation in the neutral salt soIutiol1. .As the neutraI salt soIution， DaClt solution has 

been adopted and the acid clay of high acidity was used. BaClt soIutions oI various 

唱oncentrationswel'e mixed with the acid clay and trea1ed at constant temp巴ratureduring 

several hours untiI the equilibrIl】rnpoint was reached， and decreased. alllount of Ba ion 

and quantity of components extracted from th巴 acidclay were estimated as tbe usuaI 

way. 

From tbe experiments it has been observed that no quivalent relation ebetwecn decrea-

sed amount of Ba ion and qualltity of Al ion extracted froHl the acid elay was estabIi-

shed. On the contrary FreulldJich's adsorption isotherm has been establish巴dbetween 

adsorbed amount of Ba ion which adsorbed by unit gram of the acid clay aud the final 

concentrations of BaClt solutions. 

(υepartment of AppIied Chemistry， Faculty of 

Science and Engineerihg，可VasedaU niversity.) 
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[2J On  the Acidity of Japanese Acid Clay. 

(The 5th Report. ) 

Aluminium Compounds in the Acid Clay and 

Considerations on the Acidity from the 

Essential Part .of the Acid Clay. 

By Ken-ichi Yamamoto. 

29 

From the previous papers it is considered that the acidity of the acid c1ay is certainly 

concerned with Al and Fe compounds extracted from the acid c1ay when the latter is 

treated with the neutra1 salt solution. 1n this paper the author has determined solubility 

01' extraction curve of A1 and Fe compounds in ，the acid c1ay by the treatmcnt with 

various di1ute HC1 solutions， in order to assume ，the .solid phase or form of A1 and Fe 

compounds in the acid c1乳y. On the other hand the acidity of the acid c1ay has been 

considel'ed again from v-a1'ious results investigated on the a巴idc1ay，町iz.，X-ray analysis， 
optical p1'ope1'ties and adsorptive powe1' of the acid clay which were a11'eady pub1iched‘ 

'1'he 1'esults obtained are summa l'ized briefly as foIlows. 

(1) A pal't of Al and Fe compounus in thc acidic c1ay were most easily ext1'acte'd 

with ext1'eme1y di1ute HC1 solutions' and an inflexion point is recognized in tne ext1'ac-

tion cu1've of A1 compound in the acid clay. 

(2) F1'om this 1'esu1t and many othe1' expe1'iences， it may be considered that Al 

compounds in the acid c1ay exist on two solid phases 01' fo1'ms at 1ea8t， name1y， a pa1't 

of A1 compounds in the acid clay exists on 1'elutively solub1e form anc1 the other main 

pa1't combineョwithsilica in the c1'ystalline alumiuium silicate which constitutes the 

essential component of the acid clay. 

(日) Concerning the essentillJ pa1't of Japanese acid <'lay， the autho1' believes the 

following view f1'om his va1'ious expe1'iments. Namely， the acid clay is composed of the 

c1'ystalline aluminium silicate with the composition of A120s・48i02・H20and amo1'phous 

hydl'ated silica. This cl'ystalline aluminium silicate constitutes the basis 01' f1'ame of the 

acic1 clay and amorphous hydrated silica combines fil'mly with the crystalline mine1'al in 

various amounts and fo1'ms the active sur:i'ace. The value 01' activity唖fthe acic1， clay as 

adsorbent is dependent chiefly 'upon quality and quantity of this hyc1rated silica. (Jour. 

Soc. Chem. 1nd. J apan， 38 B 460 B， 1933; 272 B， 1934.) 
FJ'om. X-1'ay analysis all Japanese acid clays give ah¥"ays the same X-ray diffraction 

lines， no matte1' what the acidity of the acid clay may be. (Jou1'. 80c. Chem. Ind. Japan， 
244 B， 1931; 482 B， 1932). 

Moreover it has been obse1'ved that the optical propC1'ties of the acid cJay and 

adsorptive pl'ope1'ty iowards mineral oils of Japanese acid clay have no c，lnnection with 

the acidty of the acid clay. (J. 8. C. 1. Japan， 90 B. 1934. et巴).
(4) From these results the acidity of the acid clay huyc no relation with the essen-

tial part of the acid clay， and the acidity of J apanese acid clay is directJy concerned 
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relatively solublc 01' reactive AI fOmpOUlld which is combilled， in the small quantity， 
with the acid clay. 

(Dcpartment of Applied Chemistry， FacuIty OI 

Science of Engineering，可;VasedaUnivel'sity.) 

[3] Studies on the Freezing of Inorganic Hydrogels 

(The 1st Report) 

The Freezing of Gelatinous Precipitates obtained 

in Anal~tical Procedure. 

By Shohei Uno 

The voluminous and gelatinous precipitates， whcn frozell， wel'e converted into compaet 

form， which readily settles down and could be easily_ filtered off. The authol' studied on 

the application of this fact to analytical p1'ocedu1'e， in which the voluminous and gelati-
nous precipitates we1'e tl'eated. 

Th巴 ol'dinarygelatinous precipitates of ferr匂 hydi'oxide01' aluminium hydroxide arc 

extremely bulky and difficult to wash， and the amounts wh;ch can b巴 handledin a quan-

titative process are small. For instance， with a 11 cm. filte1' paper， above 0.25 g. (as 

FetOa) of fel'ri巴 hyd-r・oxide01' above 0.20 g. (as AltOa) of aluminium hydroxide cannot 

be quantitatively filtel'巴dand washed. But by the freezing of these precipitatcs， the 
amounts which can be tl'eated， may be increased to 0.6 g. of Fe20a and 1 g. of Alt03 l'es-

pectively， and the time l'equil'ed fol'・ filteringand washing was considerably l'educed. 

On the separation of nickel from a mixed solution of 0.41g. of Fe and 0.05fr g. of 

Ni， the author obtained vel'y accul'ate results by the freezing of the precipitate of il'on 

basic acetate. 

(Depal'tment of A pplied Chemistry， Faculty of 
Science and Engin巴el'ing，Waseua University) 
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[4] X-Ray Research on Ferric Oxide， Calcium 
Ferrite， and Calcium Alumino・Ferrite

By Kei-ichi Akiyama 

The author analyzed ferric oxide， calcium ferrite， and calcium alumino-ferrite by x-
T/1y powder method. 

The Samples uscd in this experiment are as follows: 

(1) Ferr匂 Oxide

A. Pure chemicals 

B. Heated product of pure chemicJIs at 11000

C 

(2) Calcium ferrites (Synthetic products) 

1'¥'o.of Raw mixもur巴 七HeIenapt.i(n。CR) 
Hea品ing Free lime Free fe1'ric 

samples hou1' (%) oxide 

T-l-l OaOO. + Fe20 • 1250 I 。 もr

T-1-2 Oa003+Fe孟03 1100 I 。 t.r 

20aCO.+Fe203 1350 I 。 。
T-2-2 20a003 + FC203 IIα〉 I 。 5.83 

T-3-] 30a003+FぬO. 1100 I 15.46 。
I T-5-1 50aC03+Fe203 1100 I 38.41 5.85 

ー一一一

(;3) Calcium alumino-ferr:te 

Three kinds from 4CaO・A110s.FePs
No.1・・・・Fusedproduct from 4CaC03+ AI20.十F'e103

No. 2... .Sinterd product froll1 4CaC03+A ltO~+ F'e203 

No.3・・・・Fusedproduct from 4CaC03+AI20.+F'e203 

Oombined lime 
ferric oxide 
Jnola1' 1'8もio

1.00 

1.00 

2.∞ 
2.22 

2.09 

2;91 

The resnlts of analyses of these samples are given in Table 1， 2， ;3 anu F'ig. 1， 2. 
Table l-Results of X-1'ay analyses of ferric oxides 

No.oi 
Sample A Sample B 

1'¥'0.01 Samplc A Sample B 

line d (A) I d (A) I line cl (A) I d(λ) I 

4.74 ff 4.74 ff 13 1.66 Jn 1.66 lU 

2 4.19 111 4.19 m 14 1.53 S8 1.53 ss 

3 3.26 m 3.26 】n 15 1.50 8S 1.50 S8 

4 2.96 ss 2.96 E日 16 1.38 1.38 f 

5 2.73 ES 2.73 自由 17 1.34 日 1.34 日

6 2.61 f 2.61 18 1.28 自 1.28 日

7 2.47 2.47 19 1.23 f 1.25 f 

8 2.35 日 2.35 自 20 1.21 日 1.23 f 

9 2.13 f 2.13 f 21 1.18 日 1.21 日

10 1.94 ss 1.94 S8 22 1.1 8 日

11 1.77 S6 1.77 日目 23 1.16 S8 1.16 S8 

12 1.70 1.70 24 1.11 回目 L11 S8 
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1'able '2-Re6ults of x.ray analyscs o( calciUJ11 ferriter> 

NO.of 
'1'-1-2 1'-2-2 1'-3-1 

line d (A) I d (A) I d (λ) I 
一、 『耕一

I 3.70 ff 

2 3.12 

3 t 2.95 ff 2.96 

4 2.84 III 

5 2，75 ff 2，79 f 

6 2.62 自白 2，64 63 2.65 SS 

7 2，48 8 2.57 

8 2.20 m 

9 2.06 III 2()4 rn 2.05 m 

10 1，93 1，90 日 1.92 日

11 1，80 臼S 1.82 11凡 1.82 m 

12 1，78 

13 1，71 f 1，71 1，72 m 

Tablc 3-Res111t8 of X.ray analyses of calcium aluminoferriぬ

1'¥0. of 
1'¥0， 1 1'¥0， 2 No. 3 

line 
d (え) 1 d (r¥) I d(λ) I 

一一
3，00 f 2，86 f 

2 2.87 f 2，74 
3 2，64 f 2，64 

、
S8 

4 2，60 S8 2.41 日S
5 2，20 f 

6 2，10 ff 2.10 
7 2，00 討 2，03 f 2，02 111 
8 1，90 日 1，92 m 1，91 s 
9 1.82 
10 1.78 111 1.76 日 1，80 m 

11 I.70 172 f 1，71 
12 1，55 s 163 f 1.57 111 
13 1，50 III 1.51 汀l 1.53 
14 1，48 f 1.48 ll1 
15 lペ f 1，45 ff 1，45 f 

16 1.40 1.40 I 
17 1.37 f 1，37 
18 1，34 f 
19 1，30 何 1，28 f 1，31 111 
20 1，20 f 1.22 ff 1，20 m 

21 l_l5 1.18 ff 1，14 
22 1，11 1.14 ff 1，10 
23 1.09 
24 1.07 

Trom Table 1 it is observed that fel'l'ic oxide do巴snot ehang巴 byheating till 1100
o
C， 

From the resulLs shown in Table 2 and 3 the author confirmed the existenc巴 ofthe COlU司

pounds CaO・FetOa，2CaO・Fe203乱nd4CaO・Alt03.Fe20a・

(Depilrtment oE Applied Chemistry， Faculty of 
Gcience and Engineering， Was，eda U niversity) 
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助教授秋山桂一氏はかねて準位請求論文を本大皐理工挙部に提出中のJifr，教授舎を通過し昭和 16年

2月1日附を以で工皐博士の皐位を授輿ぎれた。其の論文容査姿旨並びに目次次の遁りである。

論文審査要旨

カルシウム・アルミネートを主鑓とする

融成物の利用に閲する研究

提 出 者 秋 山桂一
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本論文は大別して基礎論及び慮用編となり，更に基礎編は第 1 編以下第 3 編，~用編は第 4 編及び第 5 編

より成る。第 l編以下第 3編に於てはカルシウム ・アルミ ネートを主慢とする融成物の X 線的研究， 7K硬
性に闘する研究，及びアルカリ~理に就て詳論し，第 4 編及び第 5 編に於ては夫々高豪華土質粘土類及び燐酸

禁土銭よりするアルミナセメシト及び純・アルミナの製造研究を論述せるものにして其梗概次の如し。

第 l編カルシウ ム・アルミネートを主鐙とする融成物の X線的研究に於てはカルシウム・アルミネートを

主陸とせる融成物の鍍物組成，組成化合物の種類に就て大田1tの判定に資する潟，先づ化塁手的に純粋なる珪酸

(SiO，)，毒事土 (Al，O，)，酸化鍛 (Fe，031，石友 (CaO)を使用し， 一成分系，二成分系， 三成分系，各化合物に就

て，従来の文献を掛照し，粉末法に依る X 線観察を行ひ， X線廻折線を測定計算して，多数の化合物のX線

尺度を決定し，一方薄片に矯し得る化合物に就ては鎖物慰倣鏡顧察に依り光準的性質を求め，各化合物及び夫

等の結晶繁態の種類，並に生成係イ牛等~明かに し，次で之等基本的研究を基として石茨 ・禁土・ 珪酸系及び石

友・糞土 ・酸化鍛 ・珪酸系の多数融成物の X線及び穎微鏡観察を行ひ鍍物組成を推定せり。 従来之等融成物

のX線研究は殆んど愛表せられ居らざるを著者は多数の化合物に就き系統的に其加熱愛化，結晶襲警態を研究し

たるものなり。本編研究の主たる成果を線揺すれば弐の如し。

一成分系に於て Al，u，は従来的 β，γ.rの4種の多形の存在肯定せられ，英内 β形及びど形はアルカリ

金属のアルミネートなりと信ぜられたるも，本研究の結果 β 形及 r形は共に Al，O，の餐態なる事を認め，旦

之等四多形の X 線尺度を決定し生成僚件を研究せり。 ()aOfこ就ては X 線尺度を決定し饗態無きを確めた

り。通常 CaOは 13∞度以上に加熱する時は死焼せられて化事的活性を減少するが X 線的には何等結晶饗

化無き事を認、めたり。珪酸f:::就ては 7種の主機ある事霊堂表せられ居るが著者は人工珪酸ゲル，天然珪石類、鱗

石英等の X線観察を行ひ，且夫等の加熱鑓化を X線的に研究し， 白石英，鱗石英，クリストパライト等の

X線尺度を決定し，更に不純物が結晶聖書化に及ぼす影響を求め，今後使用せらるべき珪酸質原料の加熱襲警化を

明かにせり。酸化鍛に就ても英加熱愛化を X 線的に研究し高齢焼成物の X 線尺度を決定せり。芸大に二成分

系化合物に就ては石友 ・毒事土系には 3CaO・5Al，03'CaO・Alュ0，，5CaO・3AI，0"3C乱0・Al，O，の 4種並に夫等

の襲警態に数種ある事を認め夫等の生成(際件，合成法等を明かにし， X線尺度を決定し，大略の光撃的佐賀を闇

明したち。石友 ・珪酸系には α，β-CaO・SiO，， 3Cai・2SiOz，['(，β， ')'-2Cι0・SiO，， 3CaO・SiO，及び夫等の著書態

に数種ある事を認め.夫等の X線尺度，生成僚件，合成法等を明かにしたり。石茨 ・酸化鍛系に於ては CaO・

Fe203及び ，2CaO・Fe，O，の 2種類の存在を確認し X 線尺度並に光準的性質を決定せり。禁土・珪酸系には

Al，03'SiO，及び 3AI，03.2SiO，の 2種類存在するが， Al孟0，・SiOは常温に於てのみ安定はして育也に於ては
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3AI.0，・2SiO.+f'iO.に分解する事を確めたり。 Al.03・SiO.には天然に紅柱石，珪線石及び産品石の 3種の獲

態が存在するが，著者は之等天然 2種の多形の X 線尺度を定め，夫等の加熱分解の機構を明かにせり0'*に

3AI，O.・2SiO.の合成研究を行ひ合成僚件， X 線尺度等を決定したり。

弐に三成分系化合物に就ては石友・饗土・珪酸系には C乱0・Al，0.，2SiO，(アノルサイト〉及び 2CaO・AI，O.・

SiO. (ゲーレナイト〉の 2種が存在する事は夙に知られ居るが，著者は之等を合成し，夫等の X 線尺度並に

光率的性質を決定せり。石友・禁土・酸化鍛系には 4CaO・Al，03・Fe，03一種存在する事知られたるが，著者は共

合成を行ひ X 線尺度並に光準的性質を決定したり。

右記の基礎的研究を基としてカルシウム・アルミネートを主穫とし珪酸，酸化鍛等を含む多成分系融成物の

銭物組成，組成化合物の獄態等を明かにすべく，著者はさ成分系の内，石友・禁土・珪駿系に於て石友及び豪華

土を多量に含有し 且化拳成分を種々嬰化せる融成物を多数試製し，夫等の X 線及び顕微鏡観察を行ひたり。

即ち夫等を石友量に於て 26-28%，36-41%， 45-48%， 56-60%の 4種に大別し，薬事土珪酸比に於て 1_

1人 1.5-1ん 1.9-3ρ，3.5-:3.8 8.2-11.4及び 12以上の成分比を保つ各種の融成物に就て研究を行ひたり。

其の結果は弐の如し。石友量 25_30%にして禁土珪酸比 1-7のものは主としてゲーレナイト及びアノルサイ

ト叉はアノルサイト類似物より成り，豪華土珪酸比 7-12のものはゲーレナイト及び 3CaO・5AI.0.，同じく 12

以上は 3CaO・5Al.0.及び CaO・AI20河より成る事，石友 30-40%にして磐土珪酸比 1_2のものはゲーレ

ナイト及びアノルサイト叉はアノルサイト類似物より成り，同じく 2以上はゲーレナイトと CaO・Al，O.より

成る事，石茨 40-50% にして禁土珪酸比 1-2のものは主としてゲーレナイト及び 2CaO・SiO，より成り，同

じく 2-3のものはゲーレナイ]'， CaO・AI，03'2CaO・SiO，等より成り， 3-12のものは CaO・A_l，O..5CaO・

3Al，03' 2CaO・SiO這等より成り， 12以上のものは主として5CaO・3Al，0.及び 3CaO・Al，O.より成る事，石友

50-60%にして薬事土珪酸比 1-12のものは 3CaO・Al.O.， 5CaO・3A120.，2CaO・SiO.等より成払 12以上の

ものは主として 3CaO・Al，03及び 5CaO・3Al，03より成る事を認めたり。

次に斯の如き融成物を製する場合に使用せらるべき天産原料l土何れも多少の酸化鍛を含有する故，賓際の場

合を考へて，前記 3成分系に更に酸化鍛を含む石友・饗土・酸化鍛・珪酸成分系融成物に就て珪酸 0-20%，

馨土 35-48%，酸化鍛 3-7%，石友 35-45%の範囲の組成を有するアルミナセメ Y ト十数種を試製し同様に

研究せりの英結果珪酸含量少量なるものは 5CaO・3Al.0"CaO・Al，O.等を主陸とするが，珪酸含量多量に及

べばゲーレナイトが生成しゲーレナマトと 3CaO・5Al，O. 叉は CaO・Al.03より成る事を認め，更に酸化織

は 4CaO・Al，O.・FezO.叉は 2CaO・Fe，O.の如き形にて含有せられ居る事を認、めたり。更に従来アルミナセメ

Y ト中に於て珪酸は 2CaO・8iO，の如き化合物として存在すると考へられ居りたるが，著者はゲーレナイトの

形にて存在する事を認めたり。 向酸化銭含有の影響は主成化合物に於ては幾らず残絵成分間の化合朕態を愛せ

しむるものなる事を確認せり。

著者は第 2編に於てカルシウム・アルミネートを主睦とする融成物に闘する研究を記越せり。

カルシウム・アルミネ ートは早強性にして旺耐寒工事に必要なる護熱性なるアルミナセメントの主成分をな

せり。アルミナセメ Y トの製造にはボーキサイトを必要とする関係上之が製造を企闘し得るは特殊地域に限定=

せられ而もアルミニウム及び耐火材料製造の進展はセメシト工業へのボーキサイトの供給を盆困難ならしめつ

Lある現朕にしで勢ひアルミナセメシ トは不擦なるを兎れず。また一方に於てボル トランドセメ Y トに闘する

最近の研究はボルトランドセメント系の早強セメシトの出現となり努々アルミナセメ Y トに闘する研究は泊に

寂委主たる翻あり。著者は本邦の勢力範囲に高纂土質原料を得るに困難ーならざるに想到して将来アルミナセメ y

ト工業の勃興する場合あるぺきを漁想し共基礎資粉を整へ置くこ との必要を痛感してボルトラ Y ド.セメ γ トよ
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わアルミナセメシトに至る各種組成の融成物の性質を明にし置くことの徒爾ならざるを認むると共にアルミナ

セメシトの理想的成分を決定して製造目標を樹立して新セメシト出現に資するを得ば幸なりとし更にカルシ

ウム・シリケートを主燈とする融成物の水硬性に闘する研究を準めカルシウム・アルミネートを主鰻とするも

のとの比較研究をなし，カルシウム・シリケートを主鐙とするものが水腹性に於て如何なる程度迄アルミナセ

メνトに近づかしめ得るかを明にせんとして本編の研究に着手せるものなり。

先つ著者はカルγウム・アルミネート及びカルシウム・シリケート系化合物の水硬性を鈎象として研究を進め

たる結果， 4種類のカルシウム・アルミネートに於てはトリカルシウム・ベンタアルミネート (3CaO・5A120.)

が最大の強度を持することを確め，カルジウム・シリケート系化合物にありでは研究に使用せる 4種類の化合

物の中 OaO・SiO，及び 3CaO・23i02は殆ど71<硬性なく 20aO.SiO，は潔昼気中に於て僅に硬化し， 3C乱0・SiO.

を20aO・Fe.O.の存在する場合にのみ硬化カあることを明かにせり。更にカルシウム・フエライト，カルシウ

ム・アルミノフェライト，アノルサイト，ゲーレナイト等も亦夫々皐濁にては見るぺき水硬性を持たざること

を明かならしめたり。

さ欠は石1J<.・禁土・珪酸の成分系融成物の水硬骨に闘する研究に入り，最初にカルシウム・アルミネートを主

健とせるものを取扱ひたるが其結果念結稜熱セメ Y トにして旦強度優秀なるものは石友含量 40-45%にして

モノカルシウム・アルミネート (0乱0・Al，O.1)及びトリカルジウ ム・ベ ν pアルミネートの存在するものにし

て，石友 45%以上主なれば 5CaO・3Al，Oa或は 30aO・Al，O.1を含むに至り念結性或は瞬結性となるも強度宜

しからざることを明にせり。三たでカルシウム・シリケートを主慢とする融成物の研究に進み，珪酸事事土比をば

らIム2，2.5の 4に分ち更に石茨分を夫々 40，50，60%づ L含む草味セメシトを調製して水硬性を検したる

に成分の比率に因りて同じからざれども最良組成のものと難もボルトラ νドセメ Y トの強度の宇ばに過ぎざる

ことを明にせり。

第 4章は石1J<.・事事土・酸化鍛 ・珪酸の 4成分系融成物中カルシウム ・アルミネートを主燈とせるセメント

!の71<硬性の研究に闘するものなり。酸化鍛がアルミナ熔融セメ γ トに如何なる影響を濁すやに就て賞験を行ひ

たるに従来アルミナセメ Y トの硬化性はカルシウム・Fアルミネートに起因し鍛化合物は撃に熔融温度の低下に

貢献するに過ぎざるものと考へられLも斯る考察の安営ならざることを悶明し得， 5%以下の酸化鍛の存在は

アルミナセメ Y トの念結又は瞬結性を順調ならしむるに敷あること，及び酸化鍛の過剰の存在は凝結を早から

しむるも強度を低下せしむる因となることを明かにせり。

三夫で著者は鍛化合物以外に珪酸，望事土及び石友分が如何なる割合を以て融成物中に存在する時最も優良なる

セメ Y トを生じ得るゃに就て研究せる結果，ガス焼成法に於てはアルミナセメントの最良組成は珪酸 3-8.%"

禁土 40-50%，酸化鍛 3-10%，石1J<.-35-45% (但し石茨より饗土の割合は常に大なるを要す)なるの推定

を干与たり。

一般にアルミナセメ Y トの焼成は調合原料の熔融温度低き潟悶鱒窯を用ひ得ざる故鼓風犠又は電気盛熔融法

に綴れち。著者の研究に依ればガ‘ス熔融セメ Y トは硬化並に強度に於て電気熔融製品に優れり。只奪事土を 5070

以上として電気熔融法に附する時にのみ優秀なるセメシトが得らるるものにして共場合の理想的の化皐成分を

明かならしめたり。

第5章の研究は新セメ Y トの研究にしてボルトラ γ ドセメ Y トの品質の向上を企闘せん とせば何等か新らし

き観黙に立脚するの必要ありと考へ著者は酸化マ γガy及び酸化クロムをボルトランドセメントに輿ふること

に因てアルミナセメン トに近づかしめ目的を達し得るにあらずやと想到して研究をな した.るものなり。斯る前

提の下に先づマンガ Y，クロムを含むボルトランドセメ y トの基礎的研究に着手し化皐薬品を原斜としてタロ
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ム含有セメ γ ト及びマYガγ含有セメゾ トを夫々合成して焼塊の分析を行って成分を明にし強度試験に附した

る庭，酸化クロムl主焼成の際ボルトラ Y ドセメントの化合を促進すれども酸牝マンガ γは反針の現象を招致す

るこ と，クロム含有セメントJ主普通のボルト ラγ ドセ_ty トより強度大，マ Y ガy含有セ〉y トは却て小なる

事を明にせり。然るにセメ Y ト調製物中に匝変化クロムを存せしめて焼成する時は中性焔， 還元熔中にては酸化

グロムが輝散するの事賓を認めたり。之に反しクロム， '7 './ガ Yの爾酸化物を同時に存せしむれば斯る努散現

象なく 而も各々を単調に含むものよりも水際性に於て優秀なることを知れり。因て著者は後者の化率的抵抗性

の如何を知らんがため 1%硫酸溶液に於ける耐創!試験を施行せり。共時比較の篤に用ひたる普通ボルト ランド

セjl.y トの軟練モルタル試験片の水中養生後 2週間酸に浸潰せるもの L強度は零となれり。因て之を浸蝕率

100χ として最良組成と考へらる L合-vyガY ・クロムセメ Y トの浸蝕王手を求めしに 27% となかわ。 これ員。

ち化製抵抗が普通ボル トラγ ドセメ γ トより優良なるこ とを明にせるものなり(以下酸化マレガ y及び 酸化ク

ロムを含有するボル トラ γ ドセメ Y トをマゾガ y ・クロムセメントと記す〉。

以上の研究に依て著者の考案せるセ メシトの性質の佳良なるを詮し得たるを以て次には化事薬品を用ひずし

て天然原料よりマ Yガy ・クロムセメ γ トを調製して市販ポ街トラ Y ドセメントに比較すべく凝結及び強度試

験を行ひしに短期強度は普通セメ Y トに数倍するこ とを明にせり。衣でマンガ Y ・クロムセメシト中の酸化7

Yガγ及び、酸化クロムの含有率と強度との問に如何なる闘係ありやを確めんが矯に石友量，珪酸率，鍛王手をlll1十

i一定にし酸化-vyガシ及び酸化クロムの含有量を具にするものを調製して 強度試験に附したるに早弧性にし

て且耐酸性なる震には酸化-vyガγ及び酸化クロム共に 1-2J-6なるを可とし，特に耐敵性を重視する場合に

は 2-3%とするを還蛍とすることを認めたり。更に;焼成の最適温度及び焼成時間に就ても研究を行ひたり。

之を以て著者は賓験室に於けるマγガν・クロムセメントの基礎研究を終はれるを以て一歩を進めて工業的

製造試験を行ふことの必要を認め某社名古屋工場に於て 2岡に瓦って製造の指導を行へわ。 而して工業的製迭

製品の品質を比較せんが篤に同じ工場に於て数日間マ γ元「 γ ・クロムセメ Y トと同じ水硬幸容を有する比較用普

通ボルトラ シドセメ Y トの製造をなしたる後初jめて目的とする該セメ Y トの製造に従事せり。

工業的製造試験の結果マンガ Y ・クロムセメ Y トは焼成し易きこと，禁中にリ Yグの附着する傾向少なきこ

と， 71<硬性高きものを焼成し得ることを明にせり。更に品質試験に於ては凝結時間半きこと，軟練モルタル試

験l司きでは早強性が普通セメン トに勝ること，化率的抵抗性は他の種類のセメントより遥かに大なること及び

低温硬化の良好なることを確めれiたり。

ボルト ランドセメシトとアルミナセメ γ トを混合して水と混線する時念結性を基することに就きでは銃に多

数の研究結果の設表あれども著者ーは此現象に就て更に検討の必要ありとして第6章に記述せる研究に於て之を

試みたりのそれに依れば混合によ り念結性を示現する場合其現象の劇しきもの程硬化強度悪しく且 l日より 28

日迄強良=の精進なきことを確めたると共にボル トラ Y ドセメ Y ト或はアルミナセメ Y トの何れか一方が多くな

るに従て漸弐強度の増進することを明にすると共に共原因に闘する推測を試み更に燐駿ーカルシウムの凝結に

及ぼす影響に就ても賞験を行ひ此物は念結性配合物の磁化強度の重量現に若干の主主あることを明にせり。

第 3繍に於て著者はカルシウム ・アルミネ {トを主位とする融成物のアルカ リ庭理に就ての研究の経過を記

述せり。

カルシウム・アルミネー トに闘し従来君主表せられたる諸家の研究はセメン ト化事の立場より行はれたるもの

なるが著者はカルシウム・アルミ ネ戸トが水と極めて能く反感する黙に着眼して 3CaO・Al，O"5CaO・3AI，O"

CaO・Al，O"3CaO・5Al，O，'の何れかを主憾とし更に珪酸，酸化鍛等を不純物として含有する融成物をアルカリ

庭理して之等よ りアルミニウム製造用の純アルミナの抽出が可能ならざるやにつき考慮せり。カルジウム ・ア
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ルミネート鉄浮よ りアルミ ナを抽出せんとする考案は其れまで皆無に非ざれども多くは漠然たる考案の域を脱

せず貧施せられつ Lあるものは只ペデルゼY氏の方法あるのみなり。著者ーは之と見解を異にし更に根本的の研

究に志し石友，禁土，珪自費，酸化織の二成分系.三成分系，四成分系融成物につき系統的に組成を幾じてアル

カリ溶液を以てアル ミナの抽出を行ふと共に共機構並に水磁性との闘係を明にし更に::r:iteの代りに酸化バリウ

ム，酸化マグネシウム或は酸化ナトリウムを以てせる融成物よりアルミナ抽出の研究をなさんとせるが 本編の

研究目的なり。

最初に四種類のカルシウム ・アルミネ 戸トを種々の組成を有する諜酸ソ ーダ及び苛性ソーダ溶液を以て慮理

してアルミナをアルミ γ酸ナトリウムとして溶出する際の化摩反感を明かにし，次で石友 ・撃事土 ・珪酸系融成

物のアルカリ庭理を行ひ珪酸の含有量がアルミナの溶i也率に重要なる関係あることを明にせり。即ち石友 40%

以下のものにては珪酸l主ゲ{νナイト，アノルサイトとして存在する矯アルミナの溶出を妨げ，殊に珪酸の多

き程ゲーレナイト，アノルサイトが多くなり，アルミナは不溶性となり残俗のカルシウム ・アルミネ ートのみ

よりアルミナの溶出が可能となる。従ってお友 40% 以下にては基準土珪酸比が少なくも 4以上にあらざれば

有数にアルミナの溶出の行はれざることを明じせり。弐K低石茨にして禁土多き融成物にありではトリ カルシ

ウム ・ベYタアルミネ ート，モノカルシウム ・アルミネ ートなる化合物を形成し之よりアル ξ ナを溶出するに

は茨酸ソーダに少量の苛性ソーダを添加する必要のあることを認めた り。更に石友が 40-45% の融成物に於

ては主主酸はゲーレナイト及び CaO・SiO，を形成し，更に 45%以上のものにありては 2C乱0・SiO，のみとな

り，残りのカルシウム ・アルミネ {トは 5CaO・3AI20"，3CaO・AI宮0"等より成るため景酸ソ {ダのみにて溶出

可能となるも同時に石te分が多くなるにつれて 3CaO・AI，O.を生成し後者はアルカリに作用せらる与に先だち

水と作用してアルカリに不溶性の水和物を生ずるを以てアルミナの溶出率低下す。之を要するに融成物の石友

量は凡そ 40%，以下 27%迄を得策とすと示ふ結論に達せり。

次にアルミナ溶出率と水硬性との関係は極めて複雑にして簡翠に主lliベ能はざれども 71<磁性の良好なるものは

アルミナ溶出率大なり。但し其謹は異ならず，またアルカリ庭理を施したる残澄中にアルカリヵ:国定せられる

時はアルカリヵ:無釜に消費せられ生産費に影響を輿ふるものなるが著者の賓験に依ればアルカリの固定は認め

得られざるなり。

更に石*・毒事土・酸化鍛 ・珪酸の図成分系融出物として著者は仰図産アルミナセメシトを、選びアルカリ庭理

賞験を行ひたるに珪酸の溶出盆極めて少なく純アルミナの製治の可能なる結論を得たり。酸化鍛はセメツト

の水硬性を良好ならしむると共に珪酸の溶出を減ぜしむることを明にせり。 著者によれば其原因は鍛撒捜石

(2FeO・SiO，)の生成にあり。

石友を酸化バリウムにて置き換へたるバリウム ・討しミネ ートの酸化バ リウム 65%，纂土 35%の融成物を

水を以て廃理する時はアルミナの 95%が溶出可能なることを明にせしが，之に珪酸の加はりたる自変化バリウ

ム・霊祭土 ・珪酸系の焼塊は珪酸が 8%以上に主主する時アルミナ溶出率が念激に低下することを認め更に此三成

分系に於て珪酸の少なきものは水に易溶性故之より純良なるアルミナ及びパリウム化合物を製造し得る可能性

ありと述べたり。次に酸化バリウムの一部分を酸化ナ トリウムにて置き換へたる酸化バリウム ・駿化ナトリウ

ム・禁土 ・珪酸系融成分のアルカリ庭理の結果はアルミナ溶出率に於ても，亦好ましからざる珪酸の混入に於

ても酸化ナトリウムを含まぬ場合に比較して却て悪結果を招致するこむを明にせり。酸化カルシウムの一部を

酸化マグネシウムにて置き換へたる場合も亦同僚なり。

第 4編は高禁土質粘土類よりアルミナセメ Y ト及び純アルミナの製造に闘するものなり。

著者は原料研究の目的を以て親しぐ鮮滅及び北支に於ける商事事土質粘土類の産地を鵡察し之等産地に於ける
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賦存批態を調査せり。而して著者は高珪土質粘土類とはボーキサイ 1.. ダイアスボーア，饗土頁岩等を主成分

とする纂土多き粘土類を線、稽するもの とせり。滅洲の所謂禁土頁岩i主主と してダイヤスボーア及びカオリナイ

トの混合物が地盤の篤に緊く結合して頁岩AA態を成して産出せるものにして外観は勿論組成も亦ボーキサイト

とは異なれども高禁土質粘土に属するこ と右の如し。

瀦rJHに於ける耐火粘土(高基準土質粘土の→種〉及び禁土頁岩に関しては復州粘土及び煙塞護軍事土頁岩を，叉

北支に於ける耐火粘土及び纂土頁岩に闘しては長城粘土及び翼東粘土を記述せり。就中長城粘土と稽するもの

は禁土の含量 45-80%，にして英埋蔵量極めて豊富なり。 而して馨土6O-80%，の如き禁土含量の大なるもの

比較的多し。著者は是等の高禁土質粘土類数十種に鈎し分析を施し産地別に一々分析表を掲記せり。長城粘土

及び重要東粘土の鍍物組成はダイアスポーア(β-Al，O.・H.O)とカオリナイトを主謹とする混合物にして後者も亦

禁土の含有量多し。斯る高毒事土のものも潟式法アルミナ製造の見地よりすれば原料として好泡ならざるを以て

高磐土質粘土類の利用に蛍りては鋳物組成の検討は最も重要なると共に潟式法以外の方法を考慮するの要ある

ことを指摘せり。

従来ボーキサイトは殆ど本邦に産せず而してダイアスポーアの賦存量もま「極めて少なし。因て本邦に於ては

アルミナセメ γ ト並にアルミナの製造('1原料開係より至難の朕態にあり，然るに数年前より浦支に於て前記の

如き高黍土質粘土類主主見せらる Lに至れり。著者は此庭に着眼し:是等を原料としてアルミナセメ Y ト並にアル

ミナの製造研究を進めたるものなり。

~記の如く著者はアルミナセメントの理想的化事成分を決定し，又アルミナセメントを製造する場合に精細

にガス漉に因る場合と電気燈に因る場合とを検討比較せり。而して電気盛による場合には珪素鍛として珪酸を

除去し得，叉理想的成分のアルミナセメ Y トを得るのみならず，之をアルカリ溶液を以て庭理する時は金属ア

ルミニウムを製錬し得ぺき純アルミナを製出し得ることを明かにせり。斯る基礎的研究の結果一種の製造法を

考案し，進んで工業的製造研究に及びたるものなり。元来北支差合禁土質粘土中には少なからざる珪酸を含有

す，一般に含珪酸原籾より純アルミナを製出する製法は難事に属す。然るに著者の考案は肱珪酸法として電気

熔融法を施し原料を高温度に加熱し珪素織を形成せしめ熔融状態として珪酸を分離するにあり。また電気熔融

法による理想的アルミナセメ Y トの成分範囲は禁主 50-60%，.石友 30-400-6'.珪酸 3-8%，なるが著者の電

気熔融法に依れば融成物組成として 3CaO・5Al.O.及び CaO・Al，O.を主憶として之にゲーレナイトを形成含

有せしめて理想的アルミナセメ Y トを製し得となせり。

著者の製造法の大要を記すれば禁土頁岩，石友，銭暦及びコ ークスを配合し電気煉に装填し加熱熔融し原料

所含の珪酸の大部分を珪素鍛の形と して分離しアルミナ 50-60%，を含有する特殊のカルシウム ・アルミネ ー

ト質融成物を牧め之を微粉砕してアルミ ナセメ Y トを製鑑する方法なり。

第 3章に於ては右製法に関する寅験室内に於ける研究結果を詳記し之が工業化の可能なるを確めた り。莱祉

に於ては著者の考案に基づき大規模にアルミナセメ γ トを製造し販資を見るに至れち。

著者のアルミナ製造法の一例を琴く守れば長城粘土(珪酸 12.00%，.禁土 70.'∞ %酸化鍛 2.25%，.酸化チタ Y

2.00%，.灼勲減量 13.50%，)を原桝に供し，之を蝦携し石dJe.鍛暦及びコークスを配合し電気櫨に牧めて熔融し，

カルシウム・アルミネート質融成物を得，珪素織を熔融状態として燈底に分牧す。融成物組成の一例はアル ミ

ナ 67.0%，.石友 27.5%，.珪酸 3.7%，な b。融成物を粉砕し之に炭酸ソーダ及苛性ソーダ混合熔液を加へ加熱の

下に慮理して融成物中のアル ミナを溶融出穂過して牧めたるアルミン酸ナトリウム溶液に茨酸ガスを吹迭す。

然る持は水酸化アルミエウムを結晶朕態として沈澱せしめ得.沈澱を牧め洗糠後椴境して純アルミナを製造す

るものなり。
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著者は第 4編第 4章に於て前記アルミナ製造作業系統国表並に製詣装着等に闘し詳記せり。即ち先づアル

ミナ製造法の考案，次いで賞地成緩， 更に従来の諸製造法特にベデルゼY法との比較，英他沈澱結晶に附着爽

雑せる珪酸の除去法，ソーダ液の循環使用等に就て詳記せり。また長城粘土の組成，融成物の顕微鏡的観察及

tf'製品アルミナの試験成績を記工長城粘土より製錬用純アルミナを経済的に製造し得ることを確めたり。某祉

は著者のアルミナ製溢法を採用し多額の建設費を以て昭和 12年 1月工場建設に着手し翌年 5月竣工し爾来

製造を縫綾しつ Lあり。著者は右賞地作業に於ける各部の牧E容を表記せり。

第 5章はバリウム・アルミネ戸ト法の研究，第 6章i主バリウム ・アルミネ 戸トよりアルミナ及びバリウム

化合物製造に闘するこ，三の考案に就ての記述なり。即ち著者はバリウム ・アルミネートはカルシウム ・アル

ミネートに比し水に可溶性なる黙及びバ担ウム ・アルミネートの融成物を水に溶解する時は所合珪酸は殆んど

溶出せざる事を賓験に依って確め之を基礎とし長城粘土，重品石及びコークスを配合し電気櫨にて加熱農威し

融成物を牧め之を水又はアルカリ溶液を以て蕗理し純アルミナを製造せんとする賓験成績を記し併せてバリウ

ム堕を製出する三種の考案を提出せり。

第 7章は岡轄窯を使用する製法に就て論じデビルベチネ ー法を検討し新たに珪酸含量の多きボーキサイトよ

りアルミナを製出する考案に闘する各種貧験成績を記述せり。更に著者は既記基礎的研究に於て鍛撒噴石はア

ルカり溶液に鈎しては全く作用せられざる事を確めたるにより高禁土質粘土を主原斜とし所含アルミナがモノ

カルシウム・アルミネート叉はトリカルシウム ・ベンタアルミネートを形成するに必要量の石友を添加し叉酸

化織を配合し且所合化第二銭を酸化第一銭に還元するに必要なる最小限度の諜粉をも加へ之を岡鴎窯にて加熱

牛融叉は熔融して融成物を牧め後融成物をアルカリ溶液にて蒸煮し珪酸を殆んど含有せざるアルミシ酸ナトリ

ウム溶液を得る研究を行ひたり。

第5編は燐酸祭主磁よりアルミナ・セメシト及びアルミナの製溢研究に闘するものなり。

燐酸要事土銭t士大東島，ラサ島英他南洋諸島に賦存す。燐の含量多きものは燐の製造原斜に供せらる Lも其少

なきものは用途なき朕態にあり，著者は第 4編に於て記述せるが如き着想を用途少なき燐酸禁土銭に態用した

るものなり。

著者は第2章に於て表酸カルシウム又は燐酸カルシウムと燐酸アルミニウムとの混合物を表素の存在下に加

熱熔融する時は燐を騒逐し水硬性あるカルシウム ・アルミネ ートを比較的容易に牧め得る事を賞験応依って確

め得たるを報じ其他燐酸纂土の還元，ガス躍に依る試製，電気燈t二依る工業的試製特に此場合tこ於ける原料の

配合.熔融操作，還元成績及び鎖浮の水硬性等に就き記述せり。且叉我委任統治領産及び支那江蘇省海州産燐

量産石を原料として電気燈使用に依る試製成績をも附記したり。

著者の考案に依る製法の要旨を拳ぐれば下記の如し。燐獄事事土銭に燐酸石友鍍叉は石友及びコークスを配合

して電気白置に装填し之を熔融し霊童生する燐蒸気は之を凝縮して牧め，燐鍛は熔融朕態として牧め叉燈内の中間

暦に於て鎖浮を融成物として牧むるにあり。鉄浮は微粉砕してアルミナセメントとす。銭浮より純アルミナを

製出ずる方法は鍍浮を微粉末とし;炭酸ソーダ溶液を加へ加熱し，蛍狩し後滞過しアルミシ酸ナトリウム溶液を

牧む。以下の操作は大陸第4編纂土頁岩より純アルミナを製造するものと問ーなり。右製法に関聯して珪酸分

精 3多量なる合燐カルシウム・アルミネート銭浮に濁するアルカリ庭理法， γルミシ酸ナトリウム溶液中に含

有せらる L燐酸根の除去法としては表酸カルシウムを添加して煮沸するを可とする事等を詳細に記述せり。本

邦燐工業に於ては燐酸禁土ょ b燐を製造するも原料所合の纂土分fi鎮静として遺棄せられ居れり。若し著者の，

製造法を以てすれば所合の禁土分は之を利用し得ベし。

之を要するに著者はX線的方法を利用して純粋なる石友 ・禁土 ・酸化鍛・珪酸の二種以上より成るカルシウ
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ム・アルミネートを主燈とする多数融成物の鍍物組成を推定し，之を尺度としてカルシウム・アルミネート，ア

ルミナ・セメシトの研究に資し英成分闘係と硬化現象を探ると共にボル トラシド・セメシトをしてアルミナ・セ

メγ トに近づかしむるには如何にすべきかと考察してマ Y ガシ・クロムセメトなる新セメ γ トを考案して工業

的製造試験に移して得たる製品を種々の方面より検討して優良なるを確め略 i所期の目的に成功せる後更にア

ルミナセメ Y トに闘する基礎的研究により満洲及び北支に多量に賦存する禁土頁岩を選び電気熔融法によりて

アルミナセメ Y トの製造可能なるの確信を得，之を大規模に試みて共工業化を賓現せる「ものなり。また同じ融

成物よりアルミユウムの原料に遮すべき純アルミナの製造をも同時に試みて之が工業化をも賓現せるものな

り。更に燐酸豪華土鍍よりも電気嘘を使用しで鎖津の組成をしてアルミナセメ Y トを形成するが如き原料の配合

を選めば燐並にアルミナセメ Y トを牧得し且鍍浮より純アルミナを製出し得ベき貼を明にせり。以上に依り本

研究は本邦セメ Y ト工業及び純アルミナ製造工業に貢献せる庭少なからざるものなり。因て著者は工率博士の

皐{立を受くる資格あるものと認む。

昭和 15年 11月 30 日

主 査委員

早稲田大接敬授工準博士 小 林 久 平

「捨任講座麿用化製」

早稲田大拳教授工製博士 小 栗 拾戴

「捨任講座R雇用化事」

早稲田大準教授工肇博士 山 本 研

「捨任講嘘臆用化製」
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旬。 曾 記 事

第 68岡例 曾

昭和 15年 10月 8 日午後 6時より第 68悶例舎を大阪ビル内レイ Yボーグリルに於て開催致しました。

蛍夜は理工事部々長山本忠興先生を御招き致し先生の御講演を御願ひ致しました。一同舎食の後宇野先生の

司舎にてノj、栗舎長並に小林前禽長の挨拶があって後，山本先生の御講演に入りました。先生は自然科撃の護健

史及びその今昔より話され果は大陸経営の今後，日本の南進論に迄亙りました。先生の御講演の後は先生を園

~で今迄庭用化拳舎には見られなかった程の和やかな雰闇気にて色々な問題に就き先生の御高見を奔怒致しま

した。

倫その後"A堅生舎員，感用化事科工業経営分科二年鈴木茂雄君より今夏同君の興亜拳生勤努報図像に加はつ

ての中支方面の観察談殊に中支の現在の治安;伏況を詳しく傾聴致し，全く内地人の想像を超えた御話にて一同

支那事獲の現況を再認識した面持ちにて深く感銘せられて全くの和気諾々裡に9時散舎致しました。

出席者氏名 (順序不同) (;{!蛸ヰsJ約

山本忠奥 小 栗 捻歳 小林久卒 富 井六主主 武 ta- 昇 山 1-1 栄 一

右川平七 宇野昌卒 村井資長 村松林太郎

竹内楽次 品 野l九 佐終智久 畑中 申 古披鴻介 江 1::1文雄

杉浦 坦 富 附安二 藤女子好美 小坂直太郎

伊 藤正士 小野 隆 川端郁太郎 木村宗成 南 iJlt 阿部辰之助

金子忠夫 鈴木茂雄 小場豊次 井川一雄 卒 疋隆 守:閏川朝苛

側根吉良[1 山岡 号与 栗山秀繍 稲垣武彦 上回隆三 織田宗光

小野千冬 大国隆治 鎌松貞雄 崎尾 喜喜 篠崎武次 柴田 .和 維

玉木 成 棚橋久雄 種村'f1i"哉 村林準卒 湯地健夫 村 i額 博

務 藤英 生 以上 51名く栗山記〉

第 69周例 曾

昭和 15年 II月 7 日午後 5J侍牛より大阪ピル内レインボーグリルに於て開催致しました。

出席者 43名。

講演「肥料としての蔭酸7:/モ νの可谷」 宇野昌平先生

ー同舎食後字野先生より多年御研究の」二記御講演を奔E悲し引綾き久し振りに御出席された第二悶卒業の水野

敏行氏並びに第四悶卒業の小野田倫一氏より現時局に邸感せる曾祉の新桂制等に闘する興味あるお認を伺ひま

した。同夜の出席舎員芳名女の如し。(者&fIl}町長〉

宇野昌卒 小栗拾寂 小林久卒 山本研一 山口栄一 秋山絵ー

石川卒七 村井資長 7永野敏行 小野田倫ー 畑中旬 月1 町田欣二良11

:ld橋六助 棚橋幹ー 百 武 寛 務盆太郎 木村泰之 山本研こ~II

尾立維恒 古城鴻介 板倉 昇 中野常文 川端術太郎 竹内 孝

安井謹吾 高橋昌典 木村宗成 名和野猪雄 木下 般 卒 正隆

栗山秀掬 井川 -;t4! 背木俊太郎 山田 啓 竹内敏郎 IJ、場整次

阿部憲二 稲垣武彦 崎尾 要 よ図隆三 小野千冬 柴田和維

村瀬 博
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昭和 15年 12月 6 日午後 5時より第 70同例舎を大阪ピル内レイ Yボ{グリルで開催致しました。

蛍日 l主我が~用化事科の図書室に就任以来 13 年の長きに亙って公私共に我々 際用化皐舎の事務を権蛍して

下さった粂坂常氏がこの度停年により退職せられるにあたって今までの御苦労を楠ふために氏の送別舎並に前

きに摩召せられ去る 7月目出度く凱旋された庭用化率科教室の石川千七先生の敷迎の合唱F粂ね行ひました。

一閃舎食後秋山先生の司舎に始まり小栗舎長の粂坂氏に針する主主別の言葉，石川先生に針する椴迎の言葉あ

第 70同例曾

り緩いて粂坂氏に堂守して記念品を贈呈致しま した。更に教室を代表されて山本先生のユーモアーたっぷりな粂

坂民の思ひ出話，翠生側は 3，2，1年を代表して夫々高橋氏，木下氏，湯地氏及び先輩の方の送別並に歓迎の

挨拶を終って粂坂氏の答辞 13年間の思ひ出話，主夫いモ石川先生の挨拶臆召中に得られた貴重なる叉有盆なる

健験談をなされ9時牛頃散舎致しました。

停年とは云へまだ鍛錬たる粂坂氏が退職される撃は我々一同に取って震に淋しい弐第ですが然しこれも致し

方ありません。氏の去られるに蛍つτ一同心から氏の御健康と御幸福とをお祈りする次第です。

出席者 ()I原不同，敬稽Ilt長〉

山内長三t転

中里子常文

村岡卓

遠藤 多嘉雄

印藤英次郎

金子忠夫

前島庄帯

井 川 -:b41;

盟烏滋彦

山本研一

今村竹利

三橋剛

畑中 FJI 

猿井喜一郎

川端郁太郎

山田保

伊藤正 士

山岡符

棚橋久対f

小栗拾滋

渡井祭-Ji[;

金子武 二

竹内光雄

岸 田勝彦

小野隆

竹川裕淑

砂原 主主秀

栗 山 秀揃

小野千冬

小林久平

呂朗九

鈴木省三

藤岡芽15鍬

木下賎雄

阿部辰之助

南 官il

芝山工E

木下肢

織田宗光

59名

粂主反 常

材芥ま霊長

官間安二

荻布佐一

寺西恭

賀名錬太郎

高橋昌典

木村宗成

野元惇

湯地俊夫

石 川 平七

秋山桂 一

古城鴻介

杉浦坦

太久保美夫

:!i米地和雄

横津隆夫

近藤龍郎

字関川朝司

tl、場整次

満洲凶新京北ヨミ南胡|白1809 

編岡県探折尾町Jl1~既! 879 

核被i[i保土谷区俊U2∞
上海東横波路瑛芳Af!.6 

秋岡J孫、秋岡郡寺内町将軍里子 33

満洲閥撫順，廿松岡町 4丁目

横苦言市紳奈川区新子安町 100

東京市丸ノ内八重訓ピノレ内

東京市芝l区二本阪商filr2 

鳥取燃米子市錦町 1丁目 101(内聞方〉

下闘市彦島下迫池ノ上(東J![jji:f:宅〉

満?州奉天市i前世H第 581部隊

大牟岡市序良町 80

東京市世岡谷区赤堤U1r2の 540(高野方〉

兵庫l際武威郡甲子図 8番丁甲陽荘内

兵庫獄中部第 49部隊越智隊第 l内務事圧

辰村末

末松主主

高木外

伊藤誠一

牧親彦

長行司清味

佐藤英三

萩市佐

本間 ー 維

町田次二且[1

吉井 敏夫

古屋主!!!男

石津俊夫

井上正雄

伺 見

橋見

動異

高砂f七李香料株式合量土上海出E長所

貝曾

凶光火薬株式合枇

士
ロ
郎
次

l司令枇内

i品洲軽金属製造線式合枇

大 ~I 本盟業株式合前士

日本lii'j子綿株式合枇藤津工場

日本曹達株式合枇米子製鋼所

(入 管〉輔

E 

t変

告存 2 問

解 4 悶

策 4 間

賞主 7 間

負吉 9 I司

策 12同

策 13同

第 14間

集 16問

策 !6同

策 16悶

策 17同

第 17同

事事 18 岡

策 19開

策 20問
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和歌山県革、和歌山市和歌浦鶴立島

目黒区中目黒2の 38動恩寮(電大l略 2950)

報雑

夫

治

泰

修

良

JII 

由

森

46 

策 14同

事生合員

氏

氏

氏

氏

常

常

常

常

相
執
坂
坂
幅
引

品
雑
品
滞
晶
液

晶
京

行

行

行

行

愛

護

愛

後

書

社

堂

房

館

究

省

山

文

圃

官

町

三

宮

博

贈

品

刷

新

品

刷

新

寄

萱

萱

萱

萱

英和大 僻典

僻 林〈新訂版〉

英和僻典

修漢手":大苗字典

新

庚

大

新

東京工業試験所

大阪工業試験所

東京工業大事

海軍燃料廠

工業化事曾

日本化拳合

理 化 皐研究所

化皐工 業時報社
レトランド

日 本 セ メ ンJ ト同業舎

filJ 合

電気化事 協曾

色 材協 合

染 織♂ 文化社

染料塗料工業薬 品新報量土

塗 工の 魁新 開請 土

東]liペイント製造株式合社

小 川 商庖

繊維素協舎

帝図人造結線株式含量土

窓線科拳 研 究含

日本農毒事化事合

日本護護協曾

イ七 皐 評 論 綿棒部

農村工業協合

レ ーヨ ン ・エー ヂ枇

繊維工業率合

繊維文献刊行舎

遅信省電気試験所

化 拳機械協曾

燃料協合

日本印刷 牟 舎

大 日 本 窯 業 協 舎

合密社

目 立評論枇

三共株式合社

本書ノ、R雇用化皐科職員粂坂常兵退職二際シ寄贈サレシモノ深甚ノ謝意ヲ表ス。

官事 4 続

号事 6， 7 盟主

第九 10輩記

策 10，11放

策 9，10銃

策 8-11 披

策 39-48披

策 10，11放

策 8，9 披

策 10，11競

策 9，10 放

策 10-12援

策 9-11 盟主

策 10-11新

繁久 9 盟主

鴛 10，11務

第.10-12競

策 10， 11 君主

第九 10 放

策 10， 11 盟主

祭 10，11披

策 2，3 放
及年報第三谷

策 10，11減

策 10-12放

第 7-10放

策 35 同

策 21 同

第 9 巻

策134-136!)Jl

策 43 編

集 61 ~決

策 19 斡

策 13 年

策 391，392披

繁 62，63裁

第 8 巻

策 14 巻

去作149及 150続

賞作.349-351統

合作5∞-504盟主

策 171 被

告転 13 ~ 

策 16 iき

策 15 ~ 

策 11 ((き

策 16 谷

第 13 t善
策 6 谷

第 7 ~ 

号車 7 巻

第 6 1善

策 4 {善

策 4 .~善

策 4 谷

繁 216，217放

策 7 谷

第 574，575放

策 6 巻

策 3 谷

第 459，460枕

東 京工業試験所報告

大阪工業試験 wr報告

東京工業大皐製報

海軍燃料廠研究資験成績報告

工業化率雑 誌

日本化 拳舎誌、

理化事研究所業報

化皐工業時 報

ト界梁報

セメン 1'， コンク y-ト道協

電気化皐

色材 協 曾誌

染 織

染料塗料工業薬品新報

塗工の魁

ペイント

小川香料 時報

繊維素工業

帝人 タイム ス

日本重重量車線鷺

日本農毒事化事合設、

日本 吉正:諜協合誌

低 率評論

農村工業

レ ー ヨン ・エ ーヂ

繊維工業拳合 誌

繊維文献 集

電気試験所 集 報

化準機械

燃、 料協 合誌

日本印刷 拳 令誌

大日本窯業協合 雑 誌

合 草野

目 立

治 療薬報

J' メセ
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洗濯 化 拳 研 究 所所報 事事 16 続

4寺 許 公 報 策275-281放

i日 大 密 考 主 雑 設、 告終 4 者告

中 島 B干 究報告 号事 5 ~ 

大 阪 量訟 ヱ 官事 2 4き

研 究 報 告 !第 6 緯

化 考基 E跨 究 報告 策 1-4 続

保土谷化拳工業輪講曾実報 特 斡 量定

昭和製鋼所廿年誌

書長 料 年 報 昭和十三年度

五 年 史

幸担 47 
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章容 3 続

完主 3 披

策 3 披

早稲田藤用化皐曾曾員業績一覧 昭和 J5年度

氏名

秋 山桂一

(氏名，五十音順)， (報〉報文， (議〉講義， (綜〉線設，く重量〉主主料， (特〉特許，

題 目 所在 共同者

く報)Si02一成分系の X 線的研究

(報)焼成石次の X 線分析

早態化，17，21-5 

早感化， 17， 26-7 

(報〉カルシウムシ 9ケートの合成並に X 線的研究 早感化， 17; 117_24 

(報〉ゲーレナイト及びアノルサイトの合成並に X 線 ヱイ七，43， 757-

分析

(報〉高祭土質土石類の X 線的研究 第 2報〉

く報〉 1/ (策 3報〉

(綜〉耐火物の研究に於ける X 線の感用

(綜}耐火物の原料に関する閣内文献集録

f綜〉カルシウムアノレミネ ートを主種とする敵成物の利

用に闘する研究

く主主〉耐火物工業

〈特〉高差壁土質土石類より純アルミ十を製造する方法

く特コアノレミナセメントの製造法

く特〉アルミナの製造法

(特〉耐火物製造法

f特〉茨棄物工り次分を除去する方法

日草農協， 48， No. 565， 

附 9

日窯協， 48， No. 566， 

pH 47 

電化.8， 330-3 

日窯協， 48， No. 566， 

附 43

平日産化， 17， 180-4 

イ七皐工業年経昭和 16"1'-版

特許公告 No.1849 合員外一名

特許公告 No.2563 曾員外ー名

特許公告 No目 3049

特許公告 No.5153 

特許公告 No.5545

舎員外ー名

浅居 ちか (、報〉二三の重金属の硫化物或はセレン化合物を主慢と 理研報 19，1-4;4-5; 

する傘導種膜の光電導主主果 (章作 1-3報) 1403-18 



48 雑 報 48 

石闘史人 く特〉耐寒難燃性擬卒製造法 4を許公告 6877 合員外ー名

有地次郎 く報〉草炭 (GrassPeat)に闘する研究(策 2報〉 エイ七， 43， 961-3 小林久卒
村井主主長

宇野昌平 (報〉肥料としての諺酸アンモ=ウ ムに闘する研究 平感イ七，17， 1-4，5-

(策 1-4報〉 12， 49-54， 55-9 

(報)NI王3-P 20.-803-H，O系の卒衡に慨する研究 エイ七，43， 399-402 

f第 1-3報〕

(報】硫燐酸アンモ ユウ ムの二，三の物理化拳的性質 エイ七， 43， 473-5 

く報〉無機凝謬慢の凍結に闘する研究く深報〉 エイ七， 43， 475-'8 

t報)尿素石脊に闘する研究く爺 1報) 工化， 43， 638-41 

〈報〉 化事肥料の吸潟性に闘する研究(紫 l報〉 エイ七，43， 641-4 

〈器等Jイ七皐肥料の吸線並に回総に就てく1) 早膝f七，17， 125_31 

(重量〉本邦分析化等界の主主歩 化2装工業年鑑昭和16年版

大坪義雄 く報〉糞土の物理化率的研究 東亜研究所報告⑧ 山本研一

策 l報室最報

豊作2報資土の良比重に就て

策3報粉末黄土の見掛密度及び陪j隙比並に間隙

卒に就て

策 4報 資士.の成型，乾燥及び加熱民主王里後の諸性

質に就て

大山 若草 く事o霊童色現像 (I-II)日潟lit誌 5 (4) 1-45;6， 1-24 

小来拾議 f講〕日本紙に就てく其 1-2) 平HIB化， 17， 28-35; 

74-83 

く議〕繊維素及其誘導慢のミセ ノレ構造 早感化，17， 166-74 

(議〉パノレ7'界の近)1た 帝人タイムス，15，2，6 

(議〉紙総に就いて 1/ 15，10，9 

利11京 周 く報〉合成ゴムの研究(然 2-3報〉 エイ七，43， 61; 795 

く特〉合成繊維の製造法 特許公告 6623 合員外2名

小林久平 〈報〉草茨 (GrassPeat.)に闘する研究 (策 l報〉 工化， 43， 958-61 村官武井 主平主日長海

(報〉主主茨 (GrassPeaも)に闘する研究く策 2報〉 エイ七， 43， 961-3 村井 霊室長
有地次長I1

〈特〉草炭タ ールの蒸溜と同時に草炭より代用木茨を 特許公告 No.3336 村井主主長

製造する方法

話事山源太郎 く報〉都議泊の引火性 主査兵 .)8， 171-3 

佐野龍二郎 (資〉酸及アルカリ工業 イ七拳工業年鑑昭和16年版

〔主主)人造肥料工業 化製工業主戸鐙昭和1Mf.版

武宮 昇 く報〉 トリクロー ノレエチレンの安定化に就て 早E主化， 17， 95-9 

t報〉インウェルターゼの研究く策 5報〉 工化， 43， 955-7 



49 雑 宅長 49 

〈資)製機工業 イ七拳工業年鑑昭和16年版

澱粉工業 化祭工業年鑑昭和16年版

寺 西 恭 く報〉油類媒質内還元締媒の研究(第 5報〉 平感化， 17， .45-8 山口祭ー
中山線一郎

〈報〉油類媒質内還元締媒の研究(第 6報〉 早R主化， 17， 110-3 山口 祭ー

中山総一郎 (報〉油類媒質内還元絢媒の研究〈修 5報〉 平癒化，17， 45-8 山口祭ー
寺 西 毒器

浅野 裕 く報〉箆麻子1肉よ りアぜライン酸の製造 早t主化， 17， 114-6 村井委長

林 浩 明 くt持〉鍛材清望書剤製造法 特許公告 No.3559 

芳賀惣治 く特〉石 炭液化法 特許公告 No.585 

く特〉波紋及閏形の可融性合茨素質物の水素添加法 特許公告 No.586'

編島 般二 4特〉 塗装用資料製造法 特許公告 No.451 合員外 1名

滴島信之助 く報)>)'f鵡 (OpもicalWedge)の製作 日量U;設、 5，く3)16-27 

宮武 満I1毎 く報〉草茨 (GrassPeaも)に闘する研究(策 1鶏[) 工化， 43， 958-61 
小林，久平
村井 重量長

村井資長 L報)-詑麻子i由よりアゼライン酸の製造 早日主化，17， 114-6 浅野 裕

く報〉草炭 (GrassPeaも)に闘する研究(第 l報〉 エイ七，43， 958-61 小宮林武 久卒
利t毎

(報〉草炭 (GrassPeaも)に闘する研究(第 2報〉 エ化， 43， 961-63 小林久卒
有地次郎

く特〉草炭担 -1]..の蒸溜と同時に草炭より代用木茨を製 特許公告 No.3336 小林久卒一

議する方法

く高時〉化挙反感に於ける活性化エネノレギー及び連鎖反感 早態化， 17， 161-6 

に就て

山n ~長一 く報〉油業員媒質内還元鰯煤の研究(去作 5報〉 早感化， 17， 45-8 
中山総一員I1
寺 西 恭

く報)i白類k!I;質内還元締k!I;の研究〈策 6報〉 早E主化， 17， 110-3 寺 西 者!手

(議〉冨リ原子債の話 早悠f七， 17， 175-9 

山本研一 く報〉酸性白土腐粘土の酸性皮並に酸性機構(豊作 1-3 平感化， 17， 13-20; 

報〉 60-73; 1∞-110 

(報3資土の物理化拳的研究 東盛研究所報告⑥ 大坪義雄

策 l報i3!報

童書2報黄土のffi;比重に就て

全容3報粉末葉二七の見掛密度及び間隙比並に間隙

$に就て

第 4報 賞土の成型，乾燥及びカ"熱民主王里後の諸性

質に就て

く重量〉人造石油工業に就て 東亜研究所重量料@

く資〉酸性白土工業 化皐工業年鑑昭和16年版

横山鹿之苑 (報)スフ織物の洗濯によるホツレく第 1報〉 洗濯務報 14，1-3 令員外 1名
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(報〉 人工汚染布(第 5-7報〉 洗濁研報 15，14-21 合員外 1名

(報〉繊維業粘躍をの測定に於ける 2種の硝化法 洗濯研 16，4-6 (1940) 

利光 貞夫 く特)ゲイスコース虞王里方法ω改良 特許公告 No.2083 

昂 期九 く講〉最近に於けるプラステイ クλ に就て 平感化， 17， 149-61 

(附記〉

始めての試さかとして本表の如き昭和 15年度合員業績を調査して掲げた。舎

員の活動燃況を知る上其他に便利であ らうと考へたからである。調査は主と

して日本化与色合誌に擦ったが或は見務しがあるかも知れなν、。若し御気付の

射があったら直ちに御通知願ひ度ぃ。 (続勝委員〉

(禁無断鱒載〉
昭和 16年 3月 13日印 廊。
昭和 16.年 3月 18日君主 1f 

編君主 輯行 象人 早膝稲用田大化事率理工科撃部内 字武 野井 万，邑全2之
千
男

印刷者 東京市紳田区美土代町 16 嶋 ー誠

印刷所 東京市神田区美土代町 16 一 秀 会

護行所 東理京工市準淀部橋膝区用早化稲拳教田大室準内 早稲田態用化製曾

電話 牛込 513(謄用化率教室呼出しのこと〉 振替口座東京 6~921 番

本誌庚告扱所東京市神田区錦町 1の 6 1言源社電話神田(25)2774香

庚告料 l頁金参拾園以上 (寝具版、凸版，木版等は賞費申受く 〉


